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　近年、全国的に高校のクラス数の減少や統廃合が進むなど、高等教育は少子化の影響を大きく受けています。
道立から町立、村立に移行し、独自のカリキュラムで魅力アップを図る高校も出てきました。
　今月号では71年にわたって地域づくりの担い手を多く輩出してきた北海道ニセコ高等学校（以下、ニセコ高
校）の歩みや現状をみていきます。
　そして現役ニセコ高校生のみなさんが、町の将来についてどう考えているのか意見交換した内容を紹介しま
す。最後に卒業生へのインタビューも交えながら、高校生のみなさんが将来まちづくりの担い手として活躍する
ようエールを送りたいと思います。

ニ
セ
コ
高
校
と
は
？

　

ニ
セ
コ
高
校
は
１
学
年
定
員
40

人
の
昼
間
定
時
制
の
町
立
農
業
高

校
で
す
。
１
年
生
で
農
業
と
観
光

の
基
礎
・
基
本
を
全
員
が
学
習

し
、
２
年
生
か
ら
農
業
科
学
コ
ー

ス
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト
コ
ー
ス
に
分

か
れ
ま
す
。

　

農
業
科
学
コ
ー
ス
で
は
、
野
菜

や
花
の
生
態
を
学
び
、
健
康
に
育

て
て
収
穫
す
る
た
め
の
知
識
と
技

術
を
習
得
し
、
生
産
物
の
活
用
や

自
ら
販
路
を
開
拓
す
る
、
ア
イ
デ

ア
あ
ふ
れ
る
農
業
人
を
目
指
し
て

学
習
し
ま
す
。

　

観
光
リ
ゾ
ー
ト
コ
ー
ス
で
は
、

「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
（
心
の
こ

も
っ
た
お
も
て
な
し
）
」
を
念
頭

に
、
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
知

識
と
技
術
を
学
び
ま
す
。
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
幸
せ

と
喜
び
を
提
供
で
き
る
心
豊
か
な

観
光
産
業
人
を
目
指
し
て
学
習
し

ま
す
。

　

毎
年
５
月
に
開
催
さ
れ
る
花
・

野
菜
苗
販
売
会
で
、
高
校
生
が
育

て
た
質
の
良
い
苗
や
高
校
生
の
高

い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
触
れ
た

町
民
の
み
な
さ
ん
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

「まち」の未来ニセコ高校生とつくる「まち」の未来
特集 写真：ニセコ高校提供
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ニ
セ
コ
高
校
の
歩
み

　

ニ
セ
コ
高
校
は
、
昭
和
23
年
倶

知
安
農
業
高
校
狩
太
分
校
と
し

て
、
農
業
後
継
者
の
育
成
を
目
的

に
開
校
し
、
昭
和
27
年
に
狩
太
高

校
、
昭
和
39
年
に
ニ
セ
コ
高
校
と

改
称
し
ま
し
た
。

　

高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
高
校

の
進
学
率
の
向
上
と
全
日
制
普
通

科
へ
の
志
向
が
高
ま
っ
て
定
時
制

へ
の
進
学
者
が
大
き
く
減
少
し
、

道
内
各
地
の
高
校
で
も
全
日
制
へ

の
転
換
や
町
村
立
か
ら
道
立
へ
の

移
管
が
進
み
ま
し
た
。
し
か
し
ニ

セ
コ
高
校
は
、
初
期
の
目
標
で
あ

る
農
業
後
継
者
教
育
と
地
域
産
業

振
興
に
貢
献
す
る
た
め
、
ま
た
多

く
の
困
難
を
町
民
の
理
解
と
協
力

に
よ
っ
て
克
服
し
て
き
た
歴
史
に

鑑
み
、
地
域
に
密
着
し
た
町
立
体

制
を
貫
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
ニ
セ
コ
高
校
は
、
農
業

後
継
者
の
減
少
や
観
光
リ
ゾ
ー
ト

地
と
し
て
の
産
業
構
造
の
変
化
、

ま
た
、
国
際
化
・
情
報
化
な
ど
社

会
の
急
激
な
変
化
や
、
保
護
者
や

中
学
生
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応

し
、
平
成
２
年
に
「
農
業
科
」
か

ら
全
国
で
唯
一
の
「
緑
地
観
光

科
」
へ
と
学
科
転
換
し
ま
し
た
。

昭和23年　北海道倶知安農業高等学校狩太分校の開校
昭和39年　北海道ニセコ高等学校と改称
平成元年　 「農業科」に、農業科学コース、観光リゾートコース開設
平成2年　  「希望ヶ丘寮」完成／「緑地観光科」に学科転換
平成3年　  新校舎完成
平成16年　札幌国際大学との高大連携協定調印
平成23年　地中熱利用エアハウス工事完成
平成25年　マレーシアYTLホテルズとの連携協定調印
平成30年　体育館を大規模改修

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
２
年
生
全

員
が
、
見
学
旅
行
で
マ
レ
ー
シ
ア

に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
進

路
実
現
に
向
け
て
２
、
３
年
次
に

８
日
間
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
が
あ
る
の
も
特
色
で
す
。

　

過
去
５
年
間
の
入
学
生
徒
数
と

出
身
地
を
み
る
と
、
昨
年
度
は
40

人
が
入
学
し
た
も
の
の
今
年
度
は

17
人
と
減
少
し
ま
し
た
。
ニ
セ
コ

町
出
身
の
生
徒
は
、
平
成
29
年
度

は
全
体
の
45
％
を
占
め
ま
し
た

が
、
こ
こ
２
年
は
10
〜
12
％
で
推

移
し
て
い
ま
す
。

 　

過
去
５
年
間
の
卒
業
生
の
進
路

を
み
る
と
、
就
職
が
全
体
の
約
６

割
、
そ
の
う
ち
町
内
就
職
は
１
〜

３
割
程
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

主
な
就
職
先
は
ホ
テ
ル
や
公
務
員

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

歩 み

旧校舎（平成元年度学校要覧より）

※羊蹄山麓6町村は倶知安町・蘭越町・京極町・真狩村・留寿都村・喜茂別町
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　ワークショップで出されたアイデアや気づきを共有するために、各自が印象に残った言葉、気づきなどを紙に記入
しました。最後に記入した紙を全員で見ながら、書いてあるアイデアに賛同したり、共感した言葉に「いいねシール」
を貼りました。
　書き出されたアイデア・気づきには下記のようなものがありました。
・環境の未来都市に向けて、まず町民がニセコのことを充分理解して、その後、外から来た人たちにニセコのことを
　理解してもらうことが大切だと痛感しました。
・大人と高校生の環境に対しての考え方は違うかなと思ったが、共感する話題が多かった。
・ニセコの環境がどれほど魅力があって、どれだけ大事なのかわかった気がした。
・自然エネルギー100％…一人ひとりの取り組みの意味を伝えて、みんなで取り組む。
・交通が不便…バスを増やす。　
・移動手段を徒歩や自転車中心にするルールを作る。
・クールチョイスをする意味や効果を伝える何かをする。
・雪をもっと活用しよう。　・自分のまちをちゃんと知る。
・良い環境は、良いコミュニティづくりから。
・町民一人ひとりが地域愛を忘れない。
・「自然を残すの大事」って思うことのできる教育がすごい。
・今の自然や環境を残す（開発していくにしても）。
・自然が大事とみんなで共有。話し合う。伝える。

2018年特別授業
「ニセコの未来に向けたクールチョイス」

　参加者は高校生20人、町民14人で、下記3つのテーマについて
6グループに分かれ、テーマごとに参加者が変わるワールドカフェ
方式で話し合いをしました。１グループは高校生3～4人、町民2～
3人の混合チームです。
●あなたが思うニセコの良いところは、どんなところですか？
●あなたが住みたい環境の未来都市ニセコの姿は？
●環境の未来都市に向かって、まずどんなことから取り組むべき
　でしょうか？

　クールチョイスとは、省エネ・低炭素型の製品・サービス・行動など温暖化対策に役立つ、また
快適な暮らしにもつながるあらゆる「賢い選択」をしていこうという取り組みです。昨年12月、
クールチョイス事業の一環で「環境モデル都市」として町が進める低炭素社会に向けた取り組
みの一つとして、ニセコ高校生と町民がともにニセコ町の未来について考え、話し合いました。
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2019年特別授業
「まちづくり座談会」

　参加者は高校生25人、町民5人で、下記6つのテーマにつ
いて5グループに分かれ、話し合いをしました。
●ニセコの良いところ、課題について
●あなたにとって魅力的な「ニセコ」とは？
●自分たちが進学・就職の段階で、なぜニセコ町を離れてし
　まうのか、その理由は？
●では、何があればニセコ町に戻ってきたいと思うか？
●どんな「ニセコ」にしたいか、どんな「ニセコ」なら魅力を感じ
　るか？
●出された意見を実際に実現するために自分たちで何ができ
　るか？

　最後に各グループから話し合った内容を発表しました。

　話し合った内容には下記のようなものがありました。
・町外へ進学する人に、町が助成する。それを利用した人が
　将来戻ってきてくれるのではないかと思う。
・夜遅くまで自由に寄ることのできる場所や、複合施設、
　ファストフード店があればよいのではないか。
・発展と保存が大事。ホテルを増やしすぎない。

・外国人の数が多くなり、住む場所の土地の価格が上昇している。
・ニセコのメリットを活かした学校づくり。インターナショナルスクールなど、英語に特化した学校があってもよい
　のではないか。
・自分たちがガイドをしたり、町の良さをアピールする。　・一度離れてニセコの良さをわかって戻ってきたい。
・道の駅のような、地域の人・観光客ともに利用できるところがあればよいのではないか。
・ニセコにいたい人にとっては、グローバル化に対応していけば、自分の成長につながる。

　終了後に実施したアンケートで高校生に「ニセ
コに住み続けたい、あるいは将来戻ってきたいと
思いますか」と聞いたところ、「そうしたいと思う」
「できればそうしたいと思う」と回答した生徒が全
体の4割を占めました。また、44％が「どちらともい
えないがふるさととしてつながりは持ち続けたい」
と回答し、将来さまざまな方法でニセコを応援す
る力になることが期待される結果となりました。

　町では今年度、地域づくりの基本となる「第5次ニセコ町総合計画」の改訂や「自治創生
総合戦略」の見直しをする予定です。そこで今年9月、より若い世代のみなさんから幅広く
意見を伺い、総合計画や総合戦略の見直しの参考とするため、ニセコ高校生のみなさんと
町の将来について考えるワークショップを行いました。

ニセコに住み続けたい、あるいは将来戻ってきたいと思いますか。

そうしたいと思う

できれば
そうしたいと思う

あまり思わないまったく思わない

どちらとも言えないが、
ふるさととしてつながり
は持ち続けたい

16%

24%

12%
4%

44%
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ニセコ町教育委員会 教育長
　菊地　博

ニセコ町出身。中学校教員として増毛町の小中
併置校に赴任。10校目のニセコ中学校で3年半
校長を務め、平成24年10月より現職。

きくち　　　　ひろし

　ニセコ高校は、町の発展と共に歩んでいる学校だと
いえます。農業が町の産業の中心だった開校当初は、農
業高校として後継者育成に力を入れました。昭和の終
わりごろから観光産業が伸び始めると、全国唯一の緑
地観光科として観光リゾートコースを新設しました。
　それ以来、ニセコ高校は農業後継者の育成とともに
観光産業への人材育成を行うハイブリッド構想を大事
にしています。農業コースでは、花や野菜を育てること
で、種から芽が出て収穫に至る生命（いのち）の学習を
しています。観光コースでは、相手のことを思いやるホ
スピタリティーの精神を学びます。高校生という多感な
時期に、人間として一番大事な生命の尊さや人への思
いやりを実地で学べるのは、貴重なことだと思います。
　数年前から国際感覚を身に付ける活動にも力を入れ
ています。マレーシアへの見学旅行では、現地の人と触
れ合うなど交流に重点を置いています。4年生への進級
を希望した生徒は、YTLホテルズで長期研修を受けることができます。海外の高校生も集まり、ほとんど英語で
進められた8月のSDGｓ高校生未来会議（ニセコ町で開催）への参加は、とてもいい経験になったと思います。
　町立であることがニセコ高校の強みです。町の方針で独自のカリキュラムを組むことが可能です。急激な少
子化の流れを受けて、「グローバル人材の育成」が、今後の高校のあり方を考える1つのキーワードだと考えて
います。英語が話せるだけでなく、広い視野で多様な人とコミュニケーションをとりながら、地域の発展に寄与
することが大事だと思います。現場の先生や多くの人たちと今後のあり方を議論し、次代を担う人材を育成す
る学校づくりを進めてまいります。

　町内には高校以上の学校がないので、ニセコ高校が
まちの最高学府です。高校生が活躍することで、ニセコ
町がどんなまちかＰＲできるという広報媒体としての役
割もあります。生徒にとっては、自分の将来を切り拓い
ていくための力を蓄える場所であってほしいと思いま
す。農業高校の特長である意見発表大会や実績発表大
会などで探究する力や人に伝える力をつけてほしいし、
インターンシップでさまざまな人と仕事をする中でコ
ミュニケーション能力を身に付けてほしいと願ってい
ます。高校生は若さ、勢いがあり、多くのことを吸収でき
る時期です。
　緑地観光科に学科転換した30年前は、国内の観光
客向けにおもてなしをすることが求められていました。
いまは世界中からニセコに観光客が訪れるようになり、
外国語でおもてなしをすることが求められています。ニ
セコは地方ですが、非常に国際的な場所です。自分から

思い切って海外に出かけなくても、日常生活で外国と触れ合えます。この町にいるからこそ、海外に目を向ける
生徒もいます。
　小規模校だからこそ、一人ひとりの生徒に教員が親身に向き合います。社会が多様化する中で、ニーズに合
わせて対応できることが、ニセコ高校の強みだと思います。

町
立
と
い
う
強
み
を
生
か
し
た

ま
ち
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
学
べ
る
場

身
近
に
世
界
を
感
じ
ら
れ
る
町
で
、

自
分
の
将
来
を
切
り
拓
く
力
を
つ
け
る

ニセコ高校 校長　清水　美由紀
滝川市出身。理科の教諭として、愛別、札幌あ
すかぜ高校などに勤務。奈井江商業教頭、札幌
あすかぜ、石狩南高校副校長を経て、平成31
年4月より現職。

しみず　　　　　　みゆき
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ニ
セ
コ
町
の
ま
ち
づ
く
り
と
ニ

セ
コ
高
校
は
、
密
接
に
関
わ
り
な

が
ら
、
と
も
に
歩
ん
で
き
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
多
く
の
卒
業

生
た
ち
が
、
こ
の
ま
ち
で
多
感
な

高
校
時
代
を
過
ご
し
、
ニ
セ
コ
高

校
で
多
く
を
学
び
、
ニ
セ
コ
町
あ

る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
担
い

手
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

卒
業
し
て
も
何
ら
か
の
形
で
ニ

セ
コ
に
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
た

い
と
回
答
し
て
く
れ
た
生
徒
が
７

割
以
上
も
い
た
こ
と
は
、
う
れ
し

い
こ
と
で
す
。
社
会
が
多
様
化
す

る
な
か
で
、
高
校
生
の
み
な
さ
ん

に
は
若
い
感
覚
で
今
後
の
ま
ち
を

切
り
拓
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
／
ニ
セ
コ
高
校
教
育
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
2
2
4

　
　
　
　
　
　
　
　

 

担
当
＝
山
崎

〈
参
考
文
献
〉

　

・
ニ
セ
コ
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

・
ニ
セ
コ
高
校
入
学
生
学
校
案

　
　

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

・
ニ
セ
コ
町
史

　

・
北
海
道
ニ
セ
コ
高
等
学
校
創

　
　

立
50
周
年
記
念
誌

　実家が福井地区で農業をしていたので、ニセコ高校を選びまし
た。高校の同級生にはかぼちゃママの岩崎とし子さんや農家の日
野浦昭子さんなどがいます。
　自分が高校生の時に授業でジャガイモシストセンチューを発見
しました。今でもニセコ町では種芋は栽培できません。当時はほと
んどの生徒の実家が農家で、農繁期には高校が休みになり、高校
生も農家の一員として農作業に従事しました。そのため全員が4年
生に進級し、19歳で卒業しました。
　卒業後は実家の農業を手伝いましたが、高校時代に農協でアル
バイトしていたこともあり、すぐにニセコ農協に就職しました。平成
9年に農協が合併してJAようていとなり、今は蘭越支所にいます。
　自分が高校生の時は、とにかく毎日楽しかったです。今の高校生は、ネットやゲームばかりで人と交流しない
子が多いのが、気になります。自分は積極的に町民運動会や消防団に参加しています。平成5年から会長を務
めるアサヒビール会では、招魂祭のときだけでなく年数回、町内のお店で飲み会を開催します。そこには農家、
建設業者、商店経営者などが参加しており、異業種交流にもなっています。今のニセコ高校生にも、人との交流
を大切にしてほしいと思います。いろんな人と交流したほうが楽しいし、人生が豊かになりますよ。

　中学3年生の時に、今度ニセコ高校に新しく観光リゾートコースがで
きるということで説明会がありました。実家は左官屋でしたが、観光に興
味がありニセコ高校を選びました。
　平成元年入学時は旧校舎でしたが、平成3年に新しい校舎が完成し、
途中で引っ越しをしました。当時修学旅行は2・3年生合同で行うため、隔
年で実施されていました。高校2年のとき、3年生と一緒に自分たちで決
めた大阪、東京に修学旅行に行きました。ちょうど学生服が変更になった
ときで、3年生が学ラン、2年生がブレザーと別々の制服で大阪のまちを
かっ歩しました。先輩と仲が良かったこともあり、とても楽しかったです。
　卒業して左官業を継ぎましたが、冬は宅配やタクシードライバーもし
ています。ホテルに行ったり観光客を乗せることも多く、高校で学んだ
「おもてなしの実践」が役に立っています。
　商工会では青年部を卒業して、今は商工会理事をしています。七夕の
夕べ花火大会は、町を出た人たちが戻ってくる日を作りたいと思って、
「小さなふるさとづくり」にこだわってやっています。

　今の高校生には、まちの課題を考えてほしいです。外国人がたくさん来るということは、急激な開発などリス
クも伴います。今後どう課題を克服するのか自分の意見を持ってください。そうすれば、どこにいっても通じる
人間になれると思います。

竹村　里史 さん
（昭和53年度卒業　第27回卒業生）

片岡　直人 さん
（平成3年度卒業　第40回卒業生）

積
極
的
に
人
と
交
流
し
て

豊
か
な
人
生
を

自
分
の
意
見
を
持
ち
、

ど
こ
で
も
通
用
す
る
人
間
に

かたおか　　 　  なおと

たけむら　　 　  さとし
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町の取り組みやお知らせを紹介するページです
S
D
G
s
高
校
生
未
来
会
議
に
ニ

セ
コ
高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
！

　

去
る
８
月
６
日
〜
８
日
、
町
で

開
催
さ
れ
た
こ
の
会
議
。
H
P
に

加
え
て
新
聞
報
道
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
環
境

に
配
慮
し
た
町
政
が
認
め
ら
れ

「
S
D
G
s
未
来
都
市
」
に
も
選

定
さ
れ
、
国
際
的
環
境
リ
ゾ
ー
ト

地
で
も
あ
る
ニ
セ
コ
町
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
も
進
み
、
未
来
の
た
め
に

積
極
的
に
取
り
組
む
ニ
セ
コ
町
を

舞
台
に
す
る
こ
と
で
、
高
い
発
信

力
を
持
っ
た
取
り
組
み
を
生
み
出

す
国
際
会
議
と
し
た
い
、
と
主
催

者
よ
り
オ
フ
ァ
ー
が
あ
り
、
町
で

の
会
議
開
催
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

S
D
G
s―

持
続
可
能
な
開
発

目
標
と
い
う
町
で
も
率
先
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
国
内
外
か
ら
高
校
生
が
集
ま

り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
こ
の
会
議
に
は
、
国
内
か
ら
31

人
（
う
ち
ニ
セ
コ
高
校
生
３
人
）、

国
外
11
の
国
と
地
域
か
ら
15
人
、

計
46
人
も
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。会
議
は
基
本
的
に
す
べ
て
英

語
で
行
な
わ
れ
、
国
際
的
な
議
論

の
場
と
し
て
、
ど
の
高
校
生
に

と
っ
て
も
刺
激
が
あ
る
有
意
義
な

会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

開
会
式
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
の
発
表

　

会
の
冒
頭
で
は
「W
elcom

e 
to N

ISEKO

」
と
題
し
、
町
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
に
続
い
て

主
に
ニ
セ
コ
高
校
生
た
ち
に
出
演

し
て
も
ら
っ
た
動
画
を
上
映
し
た

ほ
か､

ニ
セ
コ
高
校
生
の
木
下
さ
ん

が
歓
迎
ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
際

に
は
ニ
セ
コ
高
校
の
上
村
さ
ん
と

長
尾
さ
ん
に
よ
る
活
動
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。町
の
魅
力
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
高
い
CO²削
減
目
標
な

ど
環
境
に
関
す
る
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
し
た
。ま
た
、
町
の
取
り
組

み
で
あ
る
「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
」の
実
現
に
向
け
、
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
る
実
例
と
し
て
、
地

中
熱
を
利
用
し
た
京
野
菜
の
栽
培

や
町
花
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
活
用
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
視
察
や
エ
コ
ツ

ア
ー
の
実
施
と
い
っ
た
、
高
校
の

活
動
紹
介
も
行
い
ま
し
た
。

　

同
時
出
演
し
た
ニ
ッ
キ
ー
、
ア

ニ
ッ
キ
ー
も
大
人
気
で
、
記
念
写

真
の
撮
影
に
は
長
蛇
の
列
が
。
ま

た
、
町
か
ら
の
お
も
て
な
し
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
ニ
セ
コ
産
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
や

カ
ッ
ト
き
ゅ
う
り
な
ど
ニ
セ
コ
野

菜
を
参
加
者
に
提
供
し
た
ほ
か
、

ニ
セ
コ
高
校
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を

使
っ
た
ル
ー
ム
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
も

展
示
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
大
変
喜

ん
で
お
ら
れ
て
、
高
い
評
判
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
野
菜

や
花
が
、
こ
の
ニ
セ
コ
が
魅
力
あ

る
自
然
に
あ
ふ
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

を
、
味
や
香
り
で
お
伝
え
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ

の
ニ
セ
コ
に
来
て
、
議
論
を
交
わ

し
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

こ
う
し
た
自
然
の
恵
み
に
触
れ
た

こ
と
も
、
高
校
生
た
ち
の
良
い
経

験
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
別
会
議
・
教
員
研
修
会
の
様
子

　

今
回
は
S
D
G
s
の
17
個
あ
る

目
標
の
う
ち
、右
記
の
５
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

お
よ
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。ニ
セ
コ
高
校
生

も
他
の
参
加
者
と
交
流
し
な
が
ら
、

意
見
交
換
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
一
方
で
、
引
率
の
先
生
た

ち
に
向
け
た
教
員
研
修
会
も
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
日
本
各

地
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
教
科
の
先
生

が
集
ま
り
、
学
び
あ
る
研
修
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

!みんなでSDGsSUSTAINABLE  DEVELOPMENT GOALS

SDGs 高校生未来会議
報告

今
回
話
し
合
わ
れ
た
テ
ー
マ
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ニ
セ
コ
高
校
　

教
諭
　

古
川 

茂
樹
さ
ん

　

会
議
に
参
加
し
て
最
も
驚
い
た

こ
と
は
、
高
校
生
が
S
D
G
s
の

ゴ
ー
ル
に
向
け
て
自
ら
の
考
え
を

持
ち
、
英
語
で
意
見
を
交
わ
し
て

議
論
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
ま

た
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て

大
学
生
が
高
校
生
を
導
い
て
い
る

姿
も
頼
も
し
く
思
え
ま
し
た
。

　

教
員
研
修
で
は
、
「
次
世
代
の

若
者
を
育
て
る
学
び
の
在
り
方
を

考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も

と
、
応
用
と
創
造
の
観
点
に
よ
る

教
育
が
大
切
で
あ
る
と
学
び
、
自

校
と
他
校
と
の
違
い
に
つ
い
て
議

論
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

高
校
生
は
、
自
分
た
ち
で
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
ツ
ー
ル
を

使
い
課
題
を
解
決
し
、
切
り
拓
い

て
い
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。私

も
「
教
科
書
の
内
容
や
知
識
・
技

能
だ
け
を
教
え
る
」
と
い
う
授
業

か
ら
、「
考
え
る
力
」や「
議
論
力
」

な
ど
今
後
必
要
と
さ
れ
る
力
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
授
業
づ
く
り
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
か
わ      

し
げ
き

き
の
し
た    

て
っ
ぺ
い

な
が
お

う
え
む
ら  

ま
な

右から木下さん、上村さん、長尾さん

ニ
セ
コ
高
校
　
長
尾 

ま
ゆ
さ
ん

　

会
議
に
参
加
し
教
育
に
つ
い

て
、
６
人
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
教
育

の
方
法
が
違
っ
た
り
、
考
え
方
の

違
い
を
感
じ
ま
し
た
。
高
校
生
同

士
で
課
題
を
み
つ
け
、
課
題
解
決

に
向
け
て
じ
っ
く
り
と
話
し
合
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
で
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の

国
で
の
教
育
で
教
え
方
の
違
い
が

あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
話

し
合
っ
た
内
容
は
最
終
日
に
全
員

に
向
け
て
プ
レ
ゼ
ン
す
る
な
ど
、

と
て
も
濃
い
３
日
間
で
し
た
。

　

ま
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

ニ
ッ
キ
ー
と
ア
ニ
ッ
キ
ー
と
一
緒

に
町
の
魅
力
な
ど
を
楽
し
く
伝
え

ら
れ
た
の
で
、
よ
か
っ
た
で
す
。

な
か
な
か
世
界
各
国
の
高
校
生
と

交
流
す
る
機
会
が
な
い
の
で
、
と

て
も
い
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
閉
会
式

　

最
終
日
に
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

発
表
の
た
め
の
ス
ラ
イ
ド
を
作

成
、
発
表
に
臨
み
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
、
素
晴
ら
し
い
成

果
発
表
で
し
た
。今
回
優
秀
チ
ー

ム
に
選
ば
れ
た
の
は
ゴ
ー
ル
14

「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
チ
ー
ム
で
、
主
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海
洋
汚　

染
に
つ
い
て
、
解
決
策
を
提
示
し

な
が
ら
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
が
は
じ
め
て
の
開
催
と

な
っ
た
こ
の
会
議
。
今
後
も
ニ
セ

コ
町
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
高
校
生
た
ち
の

成
長
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
！

ニ
セ
コ
高
校
　
木
下 

鉄
平
さ
ん

　

日
本
と
世
界
の
高
校
生
が
集
う

「
S
D
G
s
高
校
生
未
来
会
議
」

に
参
加
し
、
そ
の
開
会
式
で
英
語

で
ス
ピ
ー
チ
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
内
容
は
ニ
セ
コ
に
来
て
く

れ
た
こ
と
の
歓
迎
と
こ
れ
か
ら
世

界
を
変
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
を
込
め
た
も
の
で
す
。
高

校
生
の
う
ち
に
こ
の
よ
う
な
国
際

的
な
会
議
で
開
会
式
の
ス
ピ
ー
チ

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
そ
う
そ

う
で
き
な
い
経
験
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
を
経
験
で
き
た
と
い
う

こ
と
は
本
当
に
う
れ
し
い
で
す

し
、
自
信
と
度
胸
が
つ
い
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

他
の
高
校
生
た
ち
と
の
交
流
な

ど
で
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
会
議
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ニ
セ
コ
高
校
　
上
村 

愛
さ
ん

　

私
は「
質
の
高
い
教
育
」に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。「
数
字
だ
け

で
目
標
が
達
成
さ
れ
た
と
い
え
る

の
か
？
」や「
国
に
よ
っ
て
歴
史
な

ど
の
見
方
が
ち
が
う
。」
な
ど
の
課

題
が
出
さ
れ
、
課
題
解
決
の
た
め

に
議
論
し
ま
し
た
。ま
た
、
最
終
日

に
は
参
加
者
や
町
民
に
向
け
て
課

題
解
決
の
方
法
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
２
日
目
の

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
国
を
超
え
て

交
流
し
た
り
、
町
や
ニ
セ
コ
高
校

の
P
R
を
行
っ
た
り
、
各
学
校
の

学
校
紹
介
を
す
る
な
ど
、
日
々
の

生
活
だ
け
で
は
経
験
出
来
な
い
よ

う
な
と
て
も
貴
重
な
経
験
が
出
来

ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら

の
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で

す
。

会
議
に

参
加
し
た

感
想
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と
な
り
ま
し
た
。

　

国
や
道
か
ら
の
補
助
金
は
１
億
４
，
１
１
４

万
円
の
増
額（
30
．2
％
増
）、
町
債（
国
や
銀
行

等
か
ら
の
借
入
）が
１
億
４
，０
２
１
万
円
の
増

額（
28
．４
％
増
）と
、大
型
公
共
事
業
の
実
施
や

そ
の
財
源
措
置
に
よ
り
歳
入
額
が
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
で
の
必
要
な
投
資

　

ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
前
述
の
大
型
公
共
事
業

の
ほ
か
、
公
営
住
宅
改
善
事
業
や
町
道
整
備
事

業
な
ど
社
会
基
盤
の
整
備
更
新
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
次
年
度
に
行
う
近
藤
小
学
校
体

育
館
改
修
工
事
や
西
富
地
区
町
民
セ
ン
タ
ー
建

替
工
事
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
ク
リ
ー
ン
農
業
の
推
進

や
星
空
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
創
出
事
業
、
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
起
業
者
等
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
、
本

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
観
光
、
さ
ら
に

商
業
の
振
興
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
な
お
、
子

ど
も
医
療
費
制
度
の
継
続
な
ど
、
福
祉
・
子
育

て
施
策
も
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
面
で
は
ニ
セ
コ
駅
前
周
辺
の
熱
源
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
調
査
の
実
施
に
よ
り
、
既
存
の
源
泉

温
度
が
低
下
し
て
い
る
綺
羅
乃
湯
で
利
用
す
る

こ
と
が
最
適
で
あ
る
と
い
う
結
論
か
ら
、
次
年

度
に
行
う
綺
羅
乃
湯
施
設
整
備
事
業
へ
と
つ
な

　
防
災
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
整
備

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
大
型
公

共
事
業
を
実
施
し
、
歳
入
歳
出
と
も
に
前
年
度

を
上
回
る
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
築
50
年
が
経
過
し
た

ニ
セ
コ
高
校
体
育
館
の
耐
震
改
修
事
業
で
、
避

難
所
機
能
な
ど
の
機
能
向
上
面
も
併
せ
た
大
規

模
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害

対
応
へ
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
役
場
庁
舎
と
防

災
セ
ン
タ
ー
が
一
体
と
な
っ
た
新
庁
舎
を
建
設

す
る
た
め
、
実
施
設
計
や
第
二
庁
舎
の
解
体
工

事
を
進
め
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
基
金
（
貯
金
）
に
つ
い
て

は
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
（
寄
付
金
）
の
活

用
な
ど
、
一
部
の
基
金
を
取
り
崩
し
て
ま
ち
づ

く
り
事
業
を
推
進
し
ま
し
た
が
、
将
来
の
庁
舎

整
備
に
向
け
た
基
金
積
立
な
ど
に
よ
り
、
基
金

残
高
は
４
年
連
続
で
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

町
税
収
入
は
４
，９
８
２
万
円
の
増
加

　

歳
入
で
は
、
景
気
回
復
傾
向
や
観
光
入
込
客

数
の
増
加
を
受
け
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
も

町
税
が
大
幅
に
増
加（
5
．6
％
増
）し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
主
要
な
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税

は
、税
収
が
大
き
く
増
え
た
影
響
な
ど
か
ら
、前

年
度
よ
り
４
，
１
５
５
万
円
減
額（
2
．2
％
減
）

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業

（
国
の
直
営
事
業
）
が
町
内
各
所
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
後
の
施
設
整
備
に
向
け
て

　

現
在
、
教
育
関
連
施
設
の
整
備
と
し
て
近
藤

小
学
校
体
育
館
改
修
事
業
や
拠
点
施
設
の
再
整

備
と
し
て
西
富
地
区
町
民
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

を
行
っ
て
お
り
、
令
和
元
年
度
中
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
現
在
進
行
中
の
大
型
事
業

と
し
て
、
新
庁
舎
を
令
和
２
年
度
ま
で
に
整
備

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
投
資
的
な
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
国
か
ら
の
支
援
割
合
の
高
い
町
債
の
借

入
や
事
業
の
優
先
順
位
付
や
平
準
化
に
よ
り
、

町
財
政
の
安
定
的
な
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
の
家
計
簿

私
た
ち
の
ま
ち
の
家
計
簿

平
成
30
年
度
各
会
計
決
算
か
ら
見
る
ま
ち
の
財
政
事
情

　
平
成
30
年
度
の
町
の
決
算
が
現
在
、

町
議
会
で
審
査
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
月
は
昨
年
度
、
町
の
お

金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
決
算

歳入 49億7,725万円

依　

存　

財　

源

自
主
財
源

2億927万円交付金など　
国に治めた税金の一部が一定のルールで
交付されます

6億821万円

18億7,695万円

6億3,408万円町債　
建設工事などの金額の大きな事業を行う
ときに借入します

国・道支出金　
道路や公営住宅の建設に伴う補助金など

地方交付税
標準的な町の財政需要に対し、本町の財政
力では不足するお金が国から交付されます

1億4,689万円

1億6,136万円

4億282万円

9億3,767万円

諸収入
給食費やさまざまな事業の実費負担など

繰入金
不足するお金を基金（貯金）で補います

使用料・手数料
公営住宅料、ごみ処理手数料など

町税
住民税、固定資産税など

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

町の取り組みやお知らせを紹介するページです
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と
な
り
ま
し
た
。

　

国
や
道
か
ら
の
補
助
金
は
１
億
４
，
１
１
４

万
円
の
増
額（
30
．2
％
増
）、
町
債（
国
や
銀
行

等
か
ら
の
借
入
）が
１
億
４
，０
２
１
万
円
の
増

額（
28
．４
％
増
）と
、大
型
公
共
事
業
の
実
施
や

そ
の
財
源
措
置
に
よ
り
歳
入
額
が
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
で
の
必
要
な
投
資

　

ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
前
述
の
大
型
公
共
事
業

の
ほ
か
、
公
営
住
宅
改
善
事
業
や
町
道
整
備
事

業
な
ど
社
会
基
盤
の
整
備
更
新
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
次
年
度
に
行
う
近
藤
小
学
校
体

育
館
改
修
工
事
や
西
富
地
区
町
民
セ
ン
タ
ー
建

替
工
事
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
ク
リ
ー
ン
農
業
の
推
進

や
星
空
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
創
出
事
業
、
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
起
業
者
等
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
、
本

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
観
光
、
さ
ら
に

商
業
の
振
興
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
な
お
、
子

ど
も
医
療
費
制
度
の
継
続
な
ど
、
福
祉
・
子
育

て
施
策
も
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
面
で
は
ニ
セ
コ
駅
前
周
辺
の
熱
源
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
調
査
の
実
施
に
よ
り
、
既
存
の
源
泉

温
度
が
低
下
し
て
い
る
綺
羅
乃
湯
で
利
用
す
る

こ
と
が
最
適
で
あ
る
と
い
う
結
論
か
ら
、
次
年

度
に
行
う
綺
羅
乃
湯
施
設
整
備
事
業
へ
と
つ
な

　
防
災
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
整
備

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
大
型
公

共
事
業
を
実
施
し
、
歳
入
歳
出
と
も
に
前
年
度

を
上
回
る
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
築
50
年
が
経
過
し
た

ニ
セ
コ
高
校
体
育
館
の
耐
震
改
修
事
業
で
、
避

難
所
機
能
な
ど
の
機
能
向
上
面
も
併
せ
た
大
規

模
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害

対
応
へ
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
役
場
庁
舎
と
防

災
セ
ン
タ
ー
が
一
体
と
な
っ
た
新
庁
舎
を
建
設

す
る
た
め
、
実
施
設
計
や
第
二
庁
舎
の
解
体
工

事
を
進
め
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
基
金
（
貯
金
）
に
つ
い
て

は
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
（
寄
付
金
）
の
活

用
な
ど
、
一
部
の
基
金
を
取
り
崩
し
て
ま
ち
づ

く
り
事
業
を
推
進
し
ま
し
た
が
、
将
来
の
庁
舎

整
備
に
向
け
た
基
金
積
立
な
ど
に
よ
り
、
基
金

残
高
は
４
年
連
続
で
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

町
税
収
入
は
４
，９
８
２
万
円
の
増
加

　

歳
入
で
は
、
景
気
回
復
傾
向
や
観
光
入
込
客

数
の
増
加
を
受
け
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
も

町
税
が
大
幅
に
増
加（
5
．6
％
増
）し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
主
要
な
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税

は
、税
収
が
大
き
く
増
え
た
影
響
な
ど
か
ら
、前

年
度
よ
り
４
，
１
５
５
万
円
減
額（
2
．2
％
減
）

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業

（
国
の
直
営
事
業
）
が
町
内
各
所
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
後
の
施
設
整
備
に
向
け
て

　

現
在
、
教
育
関
連
施
設
の
整
備
と
し
て
近
藤

小
学
校
体
育
館
改
修
事
業
や
拠
点
施
設
の
再
整

備
と
し
て
西
富
地
区
町
民
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

を
行
っ
て
お
り
、
令
和
元
年
度
中
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
現
在
進
行
中
の
大
型
事
業

と
し
て
、
新
庁
舎
を
令
和
２
年
度
ま
で
に
整
備

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
投
資
的
な
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
国
か
ら
の
支
援
割
合
の
高
い
町
債
の
借

入
や
事
業
の
優
先
順
位
付
や
平
準
化
に
よ
り
、

町
財
政
の
安
定
的
な
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

歳出 48億1,720万円

依
存
財
源

自
主
財
源

1億7,420万円消防費　
消防活動、救急活動など

2億3,765万円

3億1,590万円

3億9,204万円

議会費ほか　
議会、商工など

農林水産業費　
農地・農道整備、森林整備など

衛生費
簡易水道、健康づくり、ごみ処理など

5億2,366万円

6億4,241万円

6億8,486万円

8億4,312万円

土木費
除雪、道路建設維持、公営住宅管理、
下水道など

民生費
福祉事業など

公債費
町債（借金）の返済

10億336万円総務費
広報、デマンドバス、庁舎管理、人件費など

教育費
各学校・幼児センターの管理、
スクールバス、有島記念館の管理など

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

60

50

40

30

20

10

0

年度ごとの決算額（一般会計）（億円）

（年度）
平成30年度は、前年度を上回る決算額となりました

歳入
歳出

収　入／月

町民1人あたりの決算額
（一般会計歳入）
97万5,167円

※平成31年3月31日現在の住民基本台帳人口5,104人で計算

※イメージしやすいように町の経費を置き換えています。
　参考としてご覧ください

まちの財政（一般会計）を
年収400万円の家庭置き換えてみると…

基本給
（住民税・使用料など） 8万9,773円

その他
（諸収入） 9,837円

貯金の取り崩し
（基金の繰り入れ） 1万807円

小　計

小　計

収入合計

支出合計

11万417円

営業手当・歩合給など
（地方交付税・補助金など） 18万450円

借金
（町債など） 4万2,465円

22万2,915円

33万3,333円

支　出／月
食費
（人件費・扶助費） 7万2,344円

ローン返済
（公債費） 4万7,390円

光熱水費、車の購入など
（物件費）

家や車の補修費
（維持補修費・災害復旧費）

6万4,397円

1万4,702円

町内会費、寄附金
（補助費など） 4万7,673円

家や車庫の建築　
（建設事業費）

医療費や仕送り
（繰出金）

知人に貸したお金
（貸付金）

貯金
（積立金）

5万477円

2万3,552円

782円

1万2,017円

33万3,333円

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

まちづくり情報室
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特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う

場
合
な
ど
、
経
理
を
ほ
か
の
会
計
を
区

別
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
に
法
律
や

条
例
に
基
づ
い
て
設
置
し
ま
す
。

　

町
は
道
路
や
公
園
な
ど
の
土
地
、
公
共

施
設
や
公
営
住
宅
な
ど
の
建
物
を
所
有
し

て
い
ま
す
。ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
出
資
金

な
ど
の
形
で
財
産
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
決
算

財
産
の
現
況

　

昨
年
に
引
き
続
き
庁
舎
整
備
に
向
け
た
積
み
立
て
な
ど
を
行
い
、

基
金
残
高
は
４
期
連
続
で
増
額
と
な
り
ま
し
た
。今
後
も
安
定
し
た

財
政
運
営
に
向
け
、必
要
な
積
み
立
て
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

借
金
返
済
額
は
今
後
も
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
す
る
見
込
み

で
す
。社
金
返
済
額
の
軽
減
の
た
め
、将
来
を
見
据
え
て
、借
金

残
高
の
圧
縮
に
取
り
組
み
ま
す
。

基
金（
貯
金
）の
現
況

町
債（
借
金
）の
現
況

平成30年度の国民健康保険事業における被保険者
１人当たりの医療費は、平成29年度に比べ2万
1,322円減の21万8,613円でした

国民健康保険事業
2億4,433万円
2億4,313万円

5,439万円
5,431万円

1億3.470万円
1億3,419万円

1億6,705万円
1億6,654万円

614万円
600万円

後期高齢者医療事業

簡易水道事業

公共下水道事業

農業集落排水事業

9,589,117㎡
89,115㎡

　
 　

695万円
　
 　

1,985万円
　
 　

1億4,941万円
　

土地
建物
出資による権利
（土地開発公社出資金など）

有価証券
（キラットニセコ株券など）

　

北海道備荒資金組合納付金
（災害に備えた貯蓄）

歳入
歳出

平成30年度末
16億3,638万円（＋4,476万円）借金残高　72億4,465万円

　　　　　（ー1億3,690万円）
交通遺児育英基金
　307万円（増減なし）
スポーツ振興事業基金
　506万円（増減なし）
ふるさとづくり事業基金
　3,067万円（－385万円）
国民健康保険基金
　3,253万円（＋1,621万円）
社会福祉事業基金
　3,423万円（＋16万円）
産業振興基金
　6,178万円（＋3万円）
減債基金
　6,622万円（＋1,621万円）
地域福祉基金
　6,988万円（増減なし）
国営緊急農地再編整備事業基金
　7,177万円（＋1,000万円）
土地開発基金
　1億1万円（－1億556万円）
役場庁舎建設基金
　2億7,294万円（＋1億1,147万円）
公共施設整備基金
　4億89万円（＋4万円）
財政調整基金
　4億8,733万円（＋5万円）

借金残高のうち国と町の負担額

年度毎の借金額と返済額

H20H21H22H23H24 H25H26H27H28H29H30

16

14

12

10

8

6

4

2

0

（億円）

（年度）

町債返済額
8億5,067万円（利息含）

町債発行額
6億4,269万円

国から交付される
見込額

44億9,453万円

62％ 38％

町が実際に負担する
見込額

27億5,012万円

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

町の取り組みやお知らせを紹介するページです
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実質赤字比率
　福祉や教育、消防や道路建設など行政運
営の基本的な経費をまとめた一般会計にお
ける赤字の程度を指標化したもの

連結実質赤字比率
　ニセコ町のすべての会計の赤字や黒字を
合算したうえで、町全体の赤字の程度を指
標化したもの

資金不足比率
それぞれの公営企業会計の赤字額を、料金収入などの事業規模と比較して指標化したもの

実質公債費比率
　一般会計の借入金返済額のほか、特別会
計の借入金に対する負担額や借入金に準じ
た経費の負担額を合算して指標化したもの

将来負担比率
　実質公債費比率の算定に基づく経費のほ
か、職員の退職手当、設立した法人や一部
事務組合などの負債のうち、一般会計が将
来負担する可能性のある額の大きさを指標
化したもの

　

自
治
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
、
国
で
は
平
成
19
年
に
財
政

健
全
化
法
を
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
新
た
な
財
政
指
標
に

よ
り
、
「
早
期
健
全
化
」
と
「
財
政
再

生
」
の
２
段
階
で
自
治
体
の
財
政
悪
化

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ル
ー
ル
で
す
。
合
わ

せ
て
、
特
別
会
計
や
公
営
企
業
会
計
を

一
般
会
計
と
合
算
し
、
連
結
決
算
に
よ

り
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
財
政
指
標
で
は
、
「
早
期
健
全

化
基
準
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）
」
と

「
財
政
再
生
基
準
（
レ
ッ
ド
カ
ー

ド
）
」
が
定
め
ら
れ
、
さ
ら
に
簡
易
水

道
や
下
水
道
な
ど
の
公
営
企
業
会
計
に

つ
い
て
も
、
個
別
に
「
経
営
健
全
化
基

準
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）
」
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
決
算
か
ら
は
、
こ
の

指
標
の
い
ず
れ
か
が
基
準
を
上
回
っ
た

自
治
体
に
は
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け

た
計
画
の
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ど
、
さ
ま
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な
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が
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せ
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い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
決
算
に
基
づ
く
算
定

の
結
果
、
ニ
セ
コ
町
で
は
、
い
ず
れ
の

指
標
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
る
良

好
な
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
決
算
の
財
政
指
標
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

■財政指標(1)
ニセコ町 早期健全化基準 財政再生基準

ー 15% 20%
ー 20% 30%

11.6％（前年度：12.2％） 25% 35%
31.6％（前年度：41.4％）

実質赤字比率

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字がないため、比率は発生しません

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率 350% なし

■財政指標(2)　公営企業会計
ニセコ町特別会計の名称 経営健全化基準

ー

20%ー
ー

簡易水道事業特別会計

※いずれの会計も赤字がないため、比率は発生しません
　ただし、赤字は一般会計からの繰入金で補っています

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

資
金
不
足
比
率

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

まちづくり情報室
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いざという時のために
少年消防クラブ学習会

　８月17日にニセコ少年消防クラ
ブ第2回学習会が、羊蹄山ろく消防
組合ニセコ支署で行われ、小学5年
生と6年生の少年少女8人が参加し
ました。
　最初に支署前で実際に消火器を
使用して初期消火について学んだ
り、放水訓練で消防士が使用する
ホースから放水して水の勢いを体
験しました。
　その後、曽我活性化センターに移
動して、災害時に簡易的な寝床とし
て使用できる段ボールベッドを組
み立てました。中に入ったクラブ員
たちは「声が反響する」「せまい」な
ど率直な感想を話していました。

水の勢いは思ったより強いよ

役場に職場体験に来た、堀くん（左）と淵野くん（右）二人が撮った写真です

大人はどんな仕事をしているの？
ニセコ中学生職場体験

　8月29日から2日間、町内の各事
業所で中学3年生27人が職場体験を
しました。
　役場にも2人の生徒がきて、町長
と懇談したり、役場の業務を手伝
いました。2人はいろんな町民とふ
れあえる体験ができて、うれしそ
うでした。

がんばって走ったよ！
幼児センター運動会

　9月7日にニセコ小学校のグラウンドで、幼児セン
ターの運動会が行われました。前日に雨が降ったため
延期が心配されましたが、当日は雨も上がり、グラウ
ンドも乾いて、運動するのにちょうどよい状態となり
ました。
　運動会は、園児全員によるミッキーマウスマーチ体
操から始まり、かけっこや親子で参加する競技などが
ありました。親子でウサギとカメになって走ったり、
協力して大玉を転がしたりと園児は、お父さんお母さ
んと走れてとてもうれしそうでした。障害物リレーで
は、平均台や大きな跳び箱を一人で乗り越えながら走
るたくましい姿が見られました。

お父さん、お母さんと一緒に大玉を運ぼう
リスになってクルミを運ぶよ

よーいドン！！

MY TOWN 
HOT NEWS

みなさんの地域や職場の話題などありましたら、
広報担当（℡.0136-44-2121）までお気軽に
ご連絡ください。
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陽気なピエロも登場！
ニセコ福祉まつり

　福祉まつり実行委員会が、今年も
8月31日に町民センターで、21回目
の福祉まつりを開催しました。
　メイン会場では、和太鼓演奏や
じゃんけん大会などが行われ、未就
学児向けにお菓子まきもありました。
数量限定で販売された山菜おこわは、
販売開始前から長蛇の列ができるほ
ど人気で、すぐに売り切れてしまい
ました。
　ロビーやエントランスには、フ
リーマーケットやこども縁日、保健
師による健康相談コーナーなどが並
びました。こども縁日では、射的や
輪投げが用意されていました。
　子どもからお年寄りまで、ふれあ
える楽しいお祭りとなりました。

ミュージアムロードコンサートを見に札幌から来た人も有島記念館では珍しい歌でのコンサート

野瀬さんは８年連続で演奏していただいてます

米寿を迎えられたお二人もほかの入居者とともに歌を歌いました

近づく芸術の秋に
有島記念館コンサート特集

いつまでもお元気で
ニセコハイツ敬老会

　9月11日にニセコハイツときら里
で敬老会が開催されました。
　ハイツでは、幼児センターの園児
やニセコ福祉会職員から歌と踊り
が披露され、一緒に踊る入居者も現
れるなど楽しい会でした。きら里で
は、職員によるカラオケ「麦畑」が披
露され、大いに盛り上がりました。

　有島記念館では定期的にコン
サートが開催されています。
　8月30日は野瀬栄進さんのジャズ
ピアノコンサート、31日は歌とピ
アノのコンサート、9月7日は「し
りべしミュージアムロードコン
サート」が行われました。どのコ
ンサートもすばらしい演奏でした。

どんな風に見えるかな？

つくる、わかる、たのしい！
科学工作ワークショップ
　8月15日に中央倉庫群で、地域
おこし協力隊による科学工作ワー
クショップが行われ、44人の小学
生が、午前は万華鏡、午後はパタ
パタ飛行機を作りました。
　万華鏡づくりでは、なぜ万華鏡
がきれいに見えるのかを学びなが
ら、蓄光素材を使って自分だけの
オリジナル万華鏡を作りました。
　パタパタ飛行機づくりでは、な
ぜ本物の飛行機は空を飛べるのか、
どんな飛行機でも長く飛べるコツ
を学びました。
　最後に野外の芝生広場に出て、
みんなで飛行機を飛ばして遊びま
した。

オープニングは昆布渓流会による和太鼓演奏わからない単語は身振り手振りで伝えよう

オールイングリッシュで
 質問に答える英語でトライ
　9月3日に「英語でトライ」という
授業が行われ、ニセコ小学校、近藤
小学校の6年生44人が参加しました。
　この取り組みは今年度から始まっ
たもので、英語に慣れ親しんでもら
うことを目標に、すべて英語で会話
をしながら、先生から出されたミッ
ションをクリアしていくというもの
です。
　児童は、町民センターやインター
ナショナルスクール、あそぶっくな
どの施設を回り、ジェスチャーを交
えながら、面接員である国際交流員
やコミュニティスクール（CS）委
員、ALT（外国語指導助手）に英語
で一生懸命伝えようとしていました。
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ニセコ高校農業クラブ
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マン・サービスに関わる発表）で優秀
賞2席に入賞しました。農業クラブ三
大行事のうち二つを終え、全道大会
での入賞という成績を残すことがで
きました。残り一つの実績発表大会
でも良い結果を残せるよう、今後も
研究活動や農業クラブ活動を進めて
いきたいと思います。

　8月１日（木）に北海道岩見沢農業
高等学校で全道技術競技大会が行
われました。大会の結果は、２年齊藤
野の花さんが農業鑑定競技「分野生
活」で優秀賞に入りました。入賞した
齊藤さんと「分野農業」からは２年堀
菜結花さんの2人が、10月23日（水）
～24日（木）に南東北（山形、仙台、福
島）で開催される農業クラブ全国大
会に出場します。
　また、8月22日（木）～23日（金）に
北海道壮瞥高等学校で開催された
全道意見発表大会では、３年上村愛
さんが、ニセコの町花であるラベン
ダーの発表を行い、分野Ⅲ類（ヒュー
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農業クラブ全道大会を終えて

２年　会計　平畑　悠里

会
歌
短
コセ
ニ

会
句
俳
コセ
ニ

みんなの
ページ

企画環境課広報広聴係まで
TEL.44-2121 FAX.44-3500

町民みなさんの参加
ページです

お便りをお待ちして
います！
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No.199

学習交流センター　あそぶっく
■開館時間／午前10時～午後6時
■休館日／月曜日・最終金曜日・祝日・年末年始
TEL.0136-43-2155　FAX.0136-43-2156
http://asobook.sakura.ne.jp/

ハロウィンかぼちゃの色ぬり
　10月3日（木）の「あそぶっくらぶ」で、ハロウィン用のかぼ
ちゃに絵や色を塗ります。完成した作品は絵の具を乾かし
たあと、「黄色かぼちゃ落書きコンテスト」に参加したり、家
に持ち帰ることもできます。ハロウィンを楽しみましょう。
　◆日時／10月3日（木）　午後2時45分～午後3時45分
　◆場所／あそぶっくコミュニティルーム
　◆対象／小学生
　
　

あそぶっく趣味の教室
『アイヌ刺繍（ししゅう）は美しい！』
　伝統的なアイヌ模様の刺しゅうを2日間かけて学びます。
★応用編（中・上級者向け）「前垂れ（前掛け）」　
　応用編は、基本の刺しゅうを学んだ人や手芸経験者にお
　すすめです。
　◆日時／10月19日（土）　午前11時～正午、午後1時～午後4時
　　　　    10月20日（日）　午前10時～正午、午後1時～午後4時
　◆定員／成人20人(定員となり次第、締め切りとさせていただきます)
　◆講師／川上裕子さん、川上あずさん、佐々木洋子さん
　◆場所／あそぶっくコミュニティルーム
　◆費用／1人800円（布、刺しゅう糸代）
　◆持ち物／裁縫道具（糸きりばさみ、縫い針、まち針、チャコペンシル）
※2日間の講習ですが、都合により1日しか参加できない人はご相談くだ
　さい。なお、9月におこなった入門編との重複の申し込みはできません。

文化の日に向けて
　ニセコ町文化まつりの開催にあわせて、ボランティアグ
ループ「銀の針」が制作した布絵本作品や人形劇団で制作
した人形などを町民センターに展示します。ぜひ足を運ん
で力作をご覧ください。

9/28～10/24
『心身の不調を整える』特集
　日照時間が短くなるこの時期は、自律神経の乱
れから風邪を引きやすくなったり、心の不調を訴え
る人もいるようです。心とからだの健康を保つため
に、適度な運動やリラックス法など、自分にあったや
り方を探してみませんか。

10/1～10/15　アクセサリー／三谷きよみさん
10/16～10/31　草木染／小野恵里子さん

『マイクロカプセル香害─柔軟剤・消臭
剤による痛みと哀しみ』　
　　　　　　　　　古庄弘枝 著　（ジャパンマシニスト社）
　現在、マイクロカプセルを利用
した柔軟剤や香水、合成洗剤な
どのニオイで体調を崩す人が増
えています。香害は、香りの好き
嫌いの問題だけではなく、人体で
は化学物質化敏症をわずらった
り、洗濯や風呂から流れるマイク
ロカプセルの粒子は河川を汚染
します。被害者の声と最近の香
害を取り巻く実環境から、香害の
深刻な状況が見えてきます。

あそぶっく寄席
今年も桂福丸さんをお迎えし、創作落
語を含む2席の落語を披露していただ
きました

あそぶっく講座
倶知安町風土館の学芸員・小田桐亮さ
んを講師にお迎えし、ハチの多様性と
つきあい方について学びました

お知らせ 展　示

おすすめ本 紹介

本の
展示

趣味の
展示

着 本 紹 介新

養蜂大全
北朝鮮と観光
キャンプ料理の王様

松本文男
磯崎敦仁
小雀陣二

あとは切手を、一枚貼るだけ
のっけから失礼します
ジョン・マン7　邂逅編

小川洋子、堀江敏幸
三浦しをん
山本一力

天気の子
ザ・ランド・オブ・ストーリーズ5
ホテルイカ

汐見夏衛
クリス・コルファー
山口亜耶

新着本はこのほかにもたくさんあります。あそぶっくでご覧ください。

INFORMATION

実用書 読み物 児童書・絵本
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子育てトピックス

お知らせ

　家庭で使わなくなった子ども服や子ども用品を持ち
寄りリサイクルしましょう。
　◆期間／10月16日（水）～10月23日（水）
　◆場所／子育て支援センター「おひさま」
※衣類以外の物（育児用品・おもちゃ・靴など）を持って来
　た人は名前と電話番号を書いてもらいます。よろしくお
　願いします。

　0歳から就学前の親子を対象に幼児センターの保育開
放を行います。幼児センターの保育を体験しましょう。
　◆日時／10月23日（水）　午前10時～
　◆申込期限／10月16日（水）　

　◆日時／10月10日(木) 　午前10時20分～
　※畑までバスで行きます
　◆場所／曽我地区　　◆集合場所／幼児センター
　◆申込期限／10月4日(金)    ※雨天時予備日10月11日（金）

〈このページに関する問合せ〉
ニセコ町幼児センター「きらっと」▶担当／青木・佐藤
TEL.(代表)0136-44-2700　FAX.0136-44-2725

「おひさま」とは…親子で気軽に遊べて、友だち同士、悩みなど相談できるふれあいの場所です。（幼児センター内）

10月の子育て講座に
参加してみませんか

このコーナーでは、子育てに関する
さまざまな活動や情報をご紹介します！

こ
ん
な
遊
び
を

し
て
い
ま
す

　

カ
プ
ラ
は
１
ピ
ー
ス
の
比
率
が

１（
厚
さ
）:

３（
幅
）:

15（
高
さ
）の

小
さ
く
て
軽
い
木
の
積
み
木
で

す
。す
べ
て
が
同
じ
サ
イ
ズ
で
そ

れ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
さ
ま

ざ
ま
な
物
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。高
い
塔
や
大
き
な
家
、汽
車

や
デ
パ
ー
ト
な
ど
イ
メ
ー
ジ
を
ふ

く
ら
ま
せ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

年
長
さ
ん
の
ク
ラ
ス
を
の
ぞ
く

と「
高
速
道
路
」を
作
っ
た
子
た
ち

が
、楽
し
そ
う
に
お
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。電
灯
、道
路
の
勾
配
な

ど
家
族
で
通
っ
た
道
路
が
と
て
も

上
手
に
再
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
気
持
ち
が

い
い
な
！！

　

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
、お
互
い
に
安
心
感
や
安

ら
ぎ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る「
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」を
行
い
ま
し

た
。

　

蘭
越
町
に
在
住
の
岡
田
美
恵

子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、丁
寧
に

わ
か
り
や
す
く
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
こ
と
で

母
子
同
士
の
絆
を
育
む
ほ
か
、心

と
体
の
発
達
を
促
す
な
ど
良
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。

「
子
供
と
ゆ
っ
く
り
向
き
合
え
る

時
間
が
で
き
て
良
か
っ
た
」と
好

評
で
し
た
。

ベビーサークルです！！

幼
児

セ
ン
タ
ー

お
ひ
さ
ま

かっこいい道路ができました

子育て
講座

リサイクルバザーを行います

幼児センター保育開放

にんじん掘り

令和2年度
幼児センター入園児募集

　令和2年度に入園する園児の募集が始まります。
入園に必要な書類は、幼児センターで配布します。
　◆募集期間／11月1日（金）～11月29日（金）
　【短時間保育】（幼稚園型）
　　■対象年齢／3、4、5歳児
　【長時間保育】（保育所型）
　　■対象年齢／生後6か月～5歳児
〈令和２年度幼児センター入園説明会を行います〉
　◆日時／11月7日（木）　午後6時30分～
　◆場所／幼児センター
　※託児を希望する人は11月1日（金）までに申し込みください
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こみゅにてぃ~

こんにちは

赤ちゃん

ごめいふくを
おいのり
します

10月生まれ
1歳の写真

住民係窓口受付分

平成30年10月生まれの子どもの
掲載はありませんでした

健康
づくり
だより

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
か
ら

赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
た
め
に
！

大橋保健師

保健福祉課健康づくり係
TEL.0136-44-2121

vol.
91

　

最
近
、
風
し
ん
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
を
目
に
す
る
こ
と
が
増
え
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
国
内
で
は
、

こ
こ
数
年
、
風
し
ん
へ
の
感
染
が
多

数
発
生
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

風
し
ん
と
は
？

　

風
し
ん
は
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
急
性
の
発

疹
性
感
染
症
で
す
。
風
し
ん
へ
の
免

疫
が
な
い
集
団
で
は
、
１
人
の
風
し

ん
患
者
か
ら
５
〜
７
人
に
う
つ
る
ほ

ど
の
強
い
感
染
力
が
あ
り
ま
す
。

　

症
状
は
、
感
染
症
状
を
示
さ
な
い

も
の
か
ら
、
重
篤
な
合
併
症
を
併
発

す
る
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、

成
人
で
発
症
し
た
場
合
に
は
、
高
熱

や
発
疹
が
長
く
続
く
な
ど
、
子
供
よ

り
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

入
院
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
、
決
し

て
軽
視
で
き
な
い
疾
患
で
す
。

　

特
に
、
妊
婦
さ
ん
が
風
し
ん
に
感

染
す
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ

ん
に
も
影
響
が
出
る
可
能
性
が
高
く
、

大
変
危
険
で
す
。

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
と
は
？

　

風
し
ん
の
免
疫
の
な
い
女
性
が
妊

娠
初
期
（
妊
娠
20
週
以
内
）
に
風
し

ん
に
か
か
る
と
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス

が
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
に
も
感
染
し
、

先
天
性
心
疾
患
、
白
内
障
、
難
聴
を

特
徴
と
す
る
「
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
」
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
に
は
、
妊
婦
さ

ん
自
身
が
妊
娠
す
る
前
に
抗
体
の
有

無
を
確
認
し
、
予
防
接
種
を
す
る
、

ま
た
妊
婦
さ
ん
の
周
囲
に
い
る
人
が

抗
体
の
有
無
を
確
認
し
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
風
し

ん
に
感
染
す
る
可
能
性
を
減
ら
す
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

抗
体
検
査
の
助
成
制
度

①
北
海
道
風
し
ん
抗
体
検
査
助
成
事
業

　

道
で
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
出
産

経
験
の
な
い
女
性
や
風
し
ん
の
抗
体

価
が
低
い
妊
婦
の
配
偶
者
・
同
居
者

等
を
対
象
に
、
検
査
費
用
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
制
度
の
概
要
、
医
療
機
関

の
情
報
な
ど
は
、
北
海
道
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。ま
た
、
こ
の
助
成

事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

倶
知
安
保
健
所

（
℡
0
1
3
6
‐
23
‐
1
9
5
1
）
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

②
風
し
ん
抗
体
検
査
、

　
第
５
期
風
し
ん
予
防
接
種
ク
ー
ポ
ン

　

先
月
号
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
が
、
昭
和
37
年
度
〜
昭
和

53
年
度
生
ま
れ
の
男
性
を
対
象
に
、

風
し
ん
抗
体
検
査
、
風
し
ん
予
防
接

種
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
年
代
の
男
性
の
み
な
さ
ん
は
、

過
去
に
公
的
に
予
防
接
種
が
行
わ
れ

て
い
な
い
た
め
、
自
分
が
風
し
ん
に

か
か
り
、
重
篤
な
症
状
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、
家
族
や
周

囲
の
人
に
感
染
を
広
げ
て
し
ま
う
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
、
ク
ー
ポ
ン
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

最
後
に
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群

は
、
風
し
ん
の
予
防
に
よ
っ
て
赤

ち
ゃ
ん
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
疾
患

で
す
。
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
周
囲

を
守
る
と
い
う
点
で
も
、
風
し
ん
に

つ
い
て
今
一
度
考
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
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く
ら
し
の
情
報

ニ
セ
コ
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
情
報

★
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

手
続
き
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

は
、
就
職
し
て
職
場
の
社
会
保

険
に
入
る
と
き
、
も
し
く
は
退

職
し
て
職
場
の
社
会
保
険
が
切

れ
て
し
ま
う
と
き
な
ど
切
り
替

え
の
際
は
必
ず
窓
口
で
手
続
き

が
必
要
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保

　

険
に
な
る
と
き
／

　
　

新
し
い
社
会
保
険
被
保
険

　

者
証
と
印
鑑
を
お
持
ち
に

　

な
っ
て
窓
口
に
お
越
し
く
だ

　

さ
い
。
国
民
健
康
保
険
の
喪

　

失
手
続
き
を
い
た
し
ま
す
。

■
社
会
保
険
か
ら
国
民
健
康
保

　

険
に
な
る
と
き
／

　
　

退
職
さ
れ
る
職
場
か
ら
発

　

行
さ
れ
る
離
職
証
明
書
な
ど

　

と
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
っ
て

　

窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
離
職
証
明
書
が
な
け
れ
ば
、

　

社
会
保
険
が
切
れ
た
日
付
が

　

わ
か
ら
な
い
た
め
国
民
健
康

　

保
険
加
入
日
の
確
認
が
で
き

　

ま
せ
ん
の
で
必
ず
お
持
ち
く

　

だ
さ
い

　
　

社
会
保
険
の
任
意
継
続
が

　

切
れ
た
場
合
は
、
任
意
継
続

　

喪
失
通
知
が
保
険
者
よ
り
届

　

き
ま
す
の
で
、
そ
の
通
知
を

　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
手
続
き

　

が
完
了
次
第
、
保
険
証
は
そ

　

の
場
で
即
日
交
付
し
ま
す
。

■
も
し
も
切
り
替
え
の
手
続
き

　

を
し
な
か
っ
た
ら
／

　
　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

　

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

　

で
国
民
健
康
保
険
税
が
か
か

お
知
ら
せ

　

り
続
け
ま
す
。

　
　

社
会
保
険
か
ら
国
民
健
康

　

保
険
に
戻
る
と
き
に
手
続
き

　

が
複
雑
に
な
っ
て
し
ま
い
、

　

過
去
の
社
会
保
険
・
国
民
健

　

康
保
険
の
切
り
替
え
日
の
確

　

認
が
と
れ
る
ま
で
国
民
健
康

　

保
険
被
保
険
者
証
を
お
出
し

　

で
き
ま
せ
ん
。

　
　

受
診
時
に
加
入
し
て
い
な

　

い
ほ
う
の
保
険
証
で
医
療
機

　

関
を
受
診
し
た
場
合
、
保
険

　

給
付
と
し
て
受
け
た
７
割
な

　

い
し
８
割
分
を
返
還
し
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
な
お

　

か
つ
受
診
時
に
加
入
し
て
い

　

た
保
険
の
ほ
う
に
自
身
で
保

　

険
給
付
分
を
請
求
し
な
け
れ

　

ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
保
険

　

医
療
係

　

 

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　

   

担
当
＝
谷
井
・
長
谷
部

自
衛
官
採
用
の
お
知
ら
せ

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

・
受
験
資
格
／
令
和
2
年
４
月

　

１
日
現
在
、
15
歳
以
上
17
歳

　

未
満
の
男
子
で
、
中
学
校
卒

　

業
お
よ
び
中
等
教
育
学
校
の

　

前
期
課
程
修
了
者

・
受
付
期
間
／
11
月
１
日
（金）
〜

　

令
和
２
年
１
月
６
日
（月）

・
試
験
日
／
令
和
２
年
１
月
18

　

日
（土）

■
問
合
せ
／
自
衛
隊
札
幌
地
方

　

協
力
本
部
倶
知
安
地
域
事
務

　

所

　

℡
0
1
3
6
-23
-3
5
4
0

　

ま
た
は
自
衛
官
募
集
相
談
員

　
　
　
　
　
　

  

下
口　

登
さ
ん

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
7
7

し
尿
等
汲
み
取
り
料
金
が

改
定
さ
れ
ま
す

　

し
尿
等
汲
み
取
り
料
金
（
処

理
手
数
料
）
が
令
和
元
年
10
月

１
日
（火）
か
ら
10
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
85
円
か
ら
86
円
（
税
込
み
）

に
改
定
さ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、消
費
税
の
引
き
上
げ

に
伴
う
改
定
に
よ
る
も
の
で
、最

低
基
本
料
金
3
6
0
リ
ッ
ト
ル

で
3
，
0
9
6
円
と
な
り
、
現
行

よ
り
36
円
増
え
ま
す
の
で
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
問
合
せ
／
羊
蹄
山
麓
環
境
衛

　

生
組
合　

羊
蹄
衛
生
セ
ン　

　

タ
ー
総
務
係 

　

℡
0
1
3
6
-22
-0
2
1
1
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くらしのお 悩み
解決します！

くらしのお 悩み
解決します！

佐藤弁護士の

  10
月
は
『
不
正
軽
油
防
止

強
化
月
間
』で
す

　
「
不
正
軽
油
」と
は
、軽
油
に
灯

油
や
重
油
な
ど
混
ぜ
た「
混
和
軽

油
」や
軽
油
以
外
の
石
油
製
品
を

混
ぜ
合
わ
せ
た「
製
造
軽
油
」な

ど
で
す
。

　

 

不
正
軽
油
を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

の
燃
料
用
と
し
て
販
売
ま
た
は

使
用
し
ま
す
と
軽
油
引
取
税
の

脱
税
行
為
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
不
正
軽
油

は
、
排
気
ガ
ス
中
の
Ｐ
Ｍ
（
粒

子
状
物
質
）
や
Ｎ
Ｏ
ｘ
（
窒
素

酸
化
物
）
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、

大
気
汚
染
の
原
因
と
な
り
、
自

然
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。

　

北
海
道
で
は
、
10
月
を「
不
正

軽
油
防
止
強
化
月
間
」と
し
、
不

正
軽
油
を「
作
ら
な
い
」・「
売
ら

な
い
」・「
買
わ
な
い
」・「
使
わ

な
い
」を
合
い
言
葉
に
、
不
正
軽

油
撲
滅
の
取
り
組
み
を
強
化
し

ま
す
。

■
問
合
せ
／
不
正
軽
油
一
一
〇

　

番
（
通
話
料
無
料
）

　

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス

　

0
8
0
0
-8
0
0
2
-1
1
0

　

ま
た
は

　

後
志
総
合
振
興
局
税
務
課

　

℡
0
1
3
6
-23
-１
３
３
６

    

（
直
通
）

★
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

北
海
道
最
低
賃
金

　

北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使

用
者
お
よ
び
そ
の
事
業
所
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
（
臨
時
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ

る
北
海
道
最
低
賃
金
が
次
の
と

お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
最
低
賃
金
額
／
時
間
額:　

　

8
6
1
円（
前:

8
3
5
円
）

■
効
力
発
生
年
月
日
／
令
和
元

　

年
10
月
３
日
〜

■
問
合
せ
／
厚
生
労
働
省
北
海

　

道
労
働
局　

労
働
基
準
部　

　

賃
金
室

　

℡
0
1
1
-7
0
9
-2
3
1
1

　
（
内
線
3
5
3
3
）

 

　歩行者対自動車の交通事故では、弱者である歩行者よりも自動車の方
に大きな過失が認められることが多いですが、歩行者であっても大きな過
失が認められる場合があります。自動車だけでなく、歩行者にも守らなけれ
ばならない交通ルールがあるからです。たとえば、歩行者が赤信号の横断
歩道を赤信号無視で横断し、また、横断歩道のない道路を横断するといっ
たケースでは、5割から7割程度の過失が認定される場合さえあります。
　ところで、この「過失割合」は、事故の原因や結果について、事故に関わっ
た当事者にどれだけの過失があるのかを示す割合ですが、たとえば、歩行
者にも過失が2割あるとなれば、単純に計算すれば歩行者の治療費の2割
は歩行者自身の負担となり、また、相手から賠償される慰謝料も2割少なく
なってしまいます。事故で痛い思いをしたのに、治療費の何割かを自己負
担しなければならないというのは納得できない話かもしれません。
　これからの日没が早くなる時期は、特に夕方は運転者から歩行者が見え
にくくなるので交通事故が増える傾向にあります。自動車はもちろん、歩行
者も事故に遭わないように一層の注意を心がけたいですね。

パークフロント法律事務所ニセコ事務所
ニセコ町字本通141番地
℡ 0136-44-3800  FAX.0136-44-3801

　インターネット通販で、スポーツ用品や衣類、雑貨などを購入したところ、
「粗悪なニセモノが送られてきた」「代金を支払ったのに商品が届かなかっ
た」などの相談が本相談窓口や全国各地の相談窓口に数年前から多数寄
せられています。さまざまな媒体で注意喚起がされているのですが、残念
ながら今も増加しています。
　インターネット通販は大変便利に買い物ができる半面、事業者との連絡
手段が限られていることなどのリスクもあります。また、なかには詐欺的な
サイトも存在します。平均的な価格と比較して大幅に安い事（80パーセン
トオフなど）を強調している事業者には注意が必要です。
　購入する前に、事業者の名称、住所、電話番号などの連絡先を確認しま
しょう。その際に連絡先がメールアドレスのみという事業者には特に注意
しましょう。また、返品などの対応もよく確認しておきましょう。
　そして、代金の支払は慎重にしましょう。特に振込先の口座名義が事業
者名と異なっている場合や個人名の場合は注意が必要です。また、海外の
事業者と連絡が取れなくなってしまうとトラブルの解決は非常に困難です。
日本国内の連絡先が記載されていない、翻訳ソフトなどを利用したと思わ
れる不自然な日本語で作られているなどのウェブサイトは海外事業者のも
のである可能性が高いため、十分な注意が必要です。「おかしいな」と感じ
た場合はすぐに注文をせずに相談窓口、役場などにご相談ください。

そのウェブサイト・通信販売事業者は大丈夫ですか？
～インターネット通販のトラブルに関する相談が引き続き増加しています～

■問合せ／ようてい地域消費生活相談窓口
　　　　　℡0136-44-1600　担当＝池田

●今月のテーマ

歩行者に過失が認められるケースも

消費生活相談メモ
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美
し
い
景
観
を
守
る
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

　

町
で
は
、
ニ
セ
コ
ら
し
い
景

観
を
守
り
、
育
て
る
た
め
、
平

成
16
年
度
か
ら
「
ニ
セ
コ
町
景

観
条
例
」
を
施
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
、
モ

イ
ワ
山
山
麓
地
域
（
字
ニ
セ
コ
、

曽
我
、
東
山
の
一
部
）
に
お
い

て
平
成
21
年
3
月
6
日
か
ら
準

都
市
計
画
区
域
を
指
定
し
、
同

年
7
月
1
日
か
ら
は
こ
の
ル
ー

ル
に
加
え
、
同
地
域
に
お
い
て

「
特
定
用
途
制
限
地
域
（
遊
技

場
や
工
場
な
ど
建
物
等
の
用
途

制
限
の
概
要
）
」
お
よ
び
「
景

観
地
区
（
建
築
物
の
高
さ
、
色
、

壁
面
の
後
退
な
ど
の
制
限
）
」

の
条
例
な
ど
が
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
の
ほ
か
に

建
築
基
準
法
や
自
然
公
園
法
な

ど
に
よ
り
、
建
築
物
（
一
般
的

な
建
物
の
ほ
か
、
プ
レ
ハ
ブ
等

の
車
庫
や
物
置
な
ど
）
を
建
て

た
り
、
屋
外
広
告
物
の
表
示
を

行
っ
た
り
す
る
と
き
な
ど
は
、

事
前
に
町
長
と
協
議
や
確
認
申

請
・
認
定
申
請
が
必
要
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
土
地
で
も
自
由
に
建

物
を
建
て
ら
れ
な
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
に
は

不
便
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
無
秩
序
な
開
発
に

よ
っ
て
ニ
セ
コ
ら
し
い
景
観
が

壊
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
事
業
者

も
住
民
も
、
景
観
に
関
わ
る
全

て
の
人
が
自
ら
景
観
を
守
る
努

力
を
し
、
地
域
の
財
産
で
あ
る

景
観
を
未
来
に
向
け
守
り
続
け

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
が
施
行
さ

れ
て
か
ら
、
み
な
さ
ん
と
と
も

に
策
定
し
た
新
し
い
ル
ー
ル
に

よ
り
、
景
観
を
守
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ニ
セ

コ
町
の
景
観
を
守
っ
て
い
く
た

め
、
こ
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

　

ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

　
（
景
観
条
例
） https:// 　

　

w
w
w
.tow
n.niseko.lg.jp/

　

chosei/keikaku/jorei/ 　

　

keikan/keikan_jorei/

　
（
準
都
市
計
画
）https:// 　
　

　

w
w
w
.tow
n.niseko.lg.jp/

　

chosei/keikaku/plan/ 　

　

juntoshi_keikaku/

　
（
建
築
に
関
す
る
こ
と
）https://

　

w
w
w
.tow
n.niseko.lg.jp/

　

kurashi/seikatsu/sum
ai/

　

kenchiku/

■
問
合
せ
／
建
設
課
都
市
計
画

　

係
・
建
築
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
島
田
・
金
澤

綺
羅
街
道
の
景
観
づ
く
り

　

「
綺
羅
街
道
」
は
ニ
セ
コ
町

本
通
地
区
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
、
道
道
岩
内
洞
爺
線
の
う
ち

７
３
０
メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
、

四
季
の
彩
り
が
映
え
る
、
歩
い

て
楽
し
い
街
並
み
づ
く
り
を
目

指
し
、
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん

の
意
見
を
取
り
入
れ
て
作
成
し

た
「
街
並
み
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
基
づ
い
た
統
一
感
の
あ

る
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
、
店
舗
・

住
宅
、
街
路
灯
・
案
内
看
板
な

ど
が
整
備
さ
れ
、
平
成
14
年
に

完
成
し
ま
し
た
。

　

綺
羅
街
道
で
新
築
・
増
改
築

な
ど
を
行
う
際
に
は
、
地
域
住

民
の
み
な
さ
ん
で
構
成
す
る

「
ニ
セ
コ
綺
羅
街
道
住
民
会
議
」

へ
事
前
に
協
議
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
今
年
度
よ
り
、
綺
羅
街

道
の
景
観
維
持
の
た
め
突
き
出

し
看
板
設
置
に
関
す
る
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／
綺
羅
街
道
の
区
域

　

内
で
商
業
を
営
む
町
内
に
住

　

所
を
有
す
る
人
な
ど

■
補
助
金
額
／
突
き
出
し
看
板

　

の
制
作
に
関
す
る
費
用
を
上

　

限
30
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

　
（
綺
羅
街
道
）https://

　

w
w
w
.tow
n.niseko.lg.jp/

　

chosei/keikaku/jorei/

　

kirakaido/

■
問
合
せ
／
建
設
課
都
市
計
画

　

係
・
建
築
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
島
田
・
金
澤

★
女
性
の
活
躍
を
サ
ポ
ー
ト

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

こ
れ
か
ら
職
場
で
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
る
人
、
就
業
し
新
た
な
キ
ャ

リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
人
、

そ
ん
な
女
性
の
み
な
さ
ん
を
対

象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

子
育
て
後
に
再
就
職
さ
れ
、

そ
の
経
験
も
生
か
し
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
講
師
を
お
招
き
し
、

女
性
の
活
躍
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
す
。

　

託
児
も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
事
前
に
申
し
込
み
の
う
え

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
14
日
（木）　

午
後

　

6
時
30
分
〜
午
後
8
時
30
分

■
場
所
／
ニ
セ
コ
中
央
倉
庫
群

　

旧
で
ん
ぷ
ん
工
場

■
講
師
／
相
田
良
子
さ
ん
（
ス

　

イ
ッ
チ
プ
レ
ス
代
表　

キ
ャ

　

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
未

　

来
つ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

■
対
象
／
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を

　

図
り
た
い
、
あ
る
い
は
、
新

　

た
に
就
業
を
考
え
て
い
る
主

　

に
20
代
〜
40
代
の
女
性

■
料
金
／
無
料

■
託
児
／
事
前
申
し
込
み

■
申
込
期
限
／
10
月
30
日
（水）

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
企
画
環

　

境
課
自
治
創
生
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
川
埜
・
柏
木

■
協
力
／
女
性
就
業
支
援
全
国

　

展
開
事
業
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窃盗事件の発生
　（8月24日）店舗事務所から現金が盗まれる事件
　（8月27日）住宅から現金が盗まれる事件
管内で空き巣や車上ねらいが多発しています。
車の中にバッグなどを放置しない、鍵をかけ
るなどの防犯対策を心がけましょう。
追突事故の発生
　（8月3日）町内で車両同士の衝突事故
　（8月16日）道道蘭越ニセコ倶知安線で車両同士
　の接触事故など2件

まちの事件簿 ニセコ町
防犯協会

倶知安警察署／℡ 0136-22-0110

事　件

交通事故

北
海
道
新
幹
線
建
設
工
事

状
況
に
関
す
る
説
明
会

　

現
在
、
北
海
道
新
幹
線
建
設

工
事
は
町
内
で
5
件
の
ト
ン
ネ

ル
工
事
を
順
調
に
進
め
て
い
ま

す
。ま
た
、
今
後
は
ト
ン
ネ
ル
間

の
明
か
り
工
事（
橋
梁
や
盛
土
な

ど
）の
計
画
、
工
事
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、新
幹
線
建
設

工
事
の
施
工
状
況
と
明
か
り
工

事
の
工
事
計
画
、
完
成
後
の
イ

メ
ー
ジ
に
つ
い
て
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
10
日
（木）　

午
後

　

6
時
30
分
〜
午
後
8
時

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

■
説
明
内
容
／
①
ト
ン
ネ
ル
工  

　

事
の
進
捗
状
況

　

②
明
か
り
工
事
（
橋
梁
工
事
）

　

に
つ
い
て

■
問
合
せ
／
独
立
行
政
法
人
鉄

　

道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支

　

援
機
構
北
海
道
新
幹
線
建
設

　

局　

ニ
セ
コ
鉄
道
建
設
所

　

℡
0
1
3
6
-43
-2
8
0
0

　
　
　
　

  

担
当
＝
吉
村
・
成
田

令
和
元
年
 10
月
１
日

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額

が
一
定
基
準
額
以
下
の
、
年
金

受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。ご
案
内
や
事

務
手
続
き
は
、
日
本
年
金
機
構

が
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
／
老
齢
基
礎
年
金
を
受

　

給
し
て
い
る
人
で
、
次
の
要

　

件
を
満
た
し
て
い
る
人
、
ま

　

た
は
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族

　

基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

　

人
で
、
前
年
の
所
得
額
が
約

　

4
6
2
万
円
以
下
の
人

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
員
全
員
の
町
民
税
が
非

　

課
税
と
な
っ
て
い
る

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得

　

額
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下

　

で
あ
る

■
請
求
手
続
き
／

・
平
成
31
年
4
月
1
日
以
前
か

　

ら
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　

〜
対
象
者
に
は
、
日
本
年
金

　

機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
案

　

内
が
9
月
上
旬
か
ら
順
次
届

　

き
ま
す
。
同
封
の
は
が
き（
年

　

金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求

　

書
）
を
記
入
し
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

・
平
成
31
年
4
月
2
日
以
降
に

　

年
金
を
受
給
し
は
じ
め
た
人

　

〜
年
金
の
請
求
手
続
き
と
あ

　

わ
せ
て
年
金
事
務
所
ま
た
は

　

町
役
場
で
請
求
手
続
き
を
し

　

て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
／
日
本
年
金
機
構
や
厚

　

生
労
働
省
を
装
っ
た
不
審
な

　

電
話
や
案
内
に
ご
注
意
く
だ

　

さ
い
。 

日
本
年
金
機
構
や
厚

　

生
労
働
省
か
ら
、
口
座
番
号

　

を
お
聞
き
し
た
り
、
手
数
料

　

な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
／
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
0
5
7
0
-05
-4
0
9
2

クリーンステーション

■問合せ／町民生活課生活環境係
　　　℡ 0136-44-2121　　　　   担当＝佐藤・高田

燃やすごみの分別について
　現在、家庭や事業所から出る燃やすごみは、固形燃
料にリサイクルして、工場などの燃料として利用されて
います。
　この取り組みは、羊蹄山麓７町村共同で処理してお
り、毎年１回、各町村から出る燃やすごみが正しく分別
されているか、ごみ袋を開けて検査を行っています（ご
み質展開検査）。今年の検査では、例年にはないほど、
写真のようなごみが混じっていましたので、燃やすごみ、
燃やさないごみ、生ごみの分別の徹底をお願いします。

　●生ごみ
　⇒生ごみ袋に入れて、決められた日に出しましょう
　●空き缶
　⇒資源ごみで、決められた日に出しましょう
　●衛生ごみと燃やすごみが分別されていない
　⇒衛生ごみだけを燃やすごみ袋に入れて出すか、
　衛生ごみをポリ袋に入れて他の燃やすごみと一緒
　に燃やすごみ袋に入れて、決められた日に出しま
　しょう

　燃やすごみの内容が悪
いと、粗悪な固形燃料が
作られ販売できなくなっ
たり、作業員の労働環境
が悪化するなど、さまざま
な問題が発生します。
　ごみを正しく分別して、
リサイクルを進めましょう。
そのことが環境への負荷
を低減し、自然環境を守る
ことにつながります。
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℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
大
橋
・
上
仙

募
集

令
和
２
年
度
幼
児
セ
ン
タ
ー

入
園
児
募
集

　

令
和
2
年
度
に
入
園
す
る
園

児
の
募
集
を
始
め
ま
す
。

　

入
園
に
必
要
な
書
類
は
、
幼

児
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
／
令
和
元
年
11
月

　

1
日
（金）
〜
11
月
29
日
（金）

令
和
２
年
度
幼
児
セ
ン
タ
ー

入
園
説
明
会
を
行
い
ま
す

■
日
時
／
令
和
元
年
11
月
7
日

　

（木）　

午
後
6
時
30
分
〜

■
場
所
／
幼
児
セ
ン
タ
ー

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
令

　

和
元
年
11
月
1
日
（金）
ま
で
に

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
短
時
間
保
育
】（
幼
稚
園
型
）

■
対
象
年
齢
／
3
・
4
・
5
歳

　

児
【
長
時
間
保
育
】（
保
育
所
型
）

■
対
象
年
齢
／
生
後
6
か
月
〜

　

5
歳
児

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
幼
児
セ

　

ン
タ
ー

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
7
0
0

  
担
当
＝
佐
藤
昌
太
・
佐
藤
実
香

健
康

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す

■
助
成
対
象
／

　

①
生
後
6
か
月
〜
18
歳
（
高

　
　

校
3
年
生
）
の
人

　

②
予
防
接
種
日
に
65
歳
以
上

　
　

の
人

　

③
18
歳
〜
64
歳
で
住
民
税
非

　
　

課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世

　
　

帯
の
人

■
助
成
金
額
／
１
回
に
つ
き　

　

3
，
4
0
0
円
を
上
限
と
し

　

て
助
成
を
行
い
ま
す
。（
13
歳

　

未
満
は
2
回
接
種
、
13
歳
以

　

上
は
1
回
接
種
）

■
指
定
医
療
機
関
／
ニ
セ
コ
医
院

（
補
助
対
象
の
人
は
無
料
で
接

　

種
で
き
ま
す
）

　
　

接
種
は
毎
週
月
曜
日
、
土

　

曜
日
。
10
月
28
日
（月）
か
ら
開

　

始
し
ま
す
（
土
曜
日
は
11
月

　

2
日
か
ら
開
始
）。

　
　

ニ
セ
コ
医
院
(℡
0
1
3
6

　

-44
-2
2
0
1
）
に
事
前
予

　

約
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　

対
象
③
に
該
当
す
る
人
は
、

　

事
前
に
役
場
で
手
続
き
を
し

　

て
認
定
書
を
受
け
取
り
、
ニ

　

セ
コ
医
院
窓
口
に
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

■
町
外
の
医
療
機
関
で
受
け
る

　

場
合
／
接
種
後
に
領
収
書
と

　

印
鑑
、
振
込
先
の
口
座
が
わ

　

か
る
も
の
、
65
歳
以
上
の
人

　

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー

　

ド
）
を
持
参
し
て
役
場
で
償

　

還
払
い
の
手
続
き
を
行
っ
て

　

く
だ
さ
い
（
後
日
、
口
座
振

　

込
を
し
ま
す
）。

■
問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
健
康

　

づ
く
り
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　

  

担
当
＝
大
橋
・
上
仙

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

　

定
期
予
防
接
種
対
象
と
な
る

人
は
、令
和
2
年（
2
0
2
0
年
）

3
月
31
日
ま
で
が
接
種
期
間
と

な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
接
種

し
ま
し
ょ
う
（
個
別
に
お
送
り

し
て
い
る
案
内
文
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
）。

■
対
象
者
／

　

①
平
成
31
年
（
2
0
1
9
年
）

　

4
月
1
日
〜
令
和
2
年　
　

　
（
2
0
2
0
年
）
3
月
31
日

　

ま
で
の
間
に
65
、
70
、
75
、

　

80
、
85
、
90
、
95
、
1
0
0

　

歳
に
な
る
人

　

②
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
人

　

で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

　

器
等
の
機
能
、
ヒ
ト
免
疫
不

　

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

　

機
能
に
障
が
い
の
あ
る
人

■
料
金
／
接
種
費
用
の

　

3
，0
0
0
円
を
助
成
し
ま
す

■
指
定
医
療
機
関
／
ニ
セ
コ
医
院

　
（
℡
0
1
3
6
-44
-2
2
0
1
）

　

各
自
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
支
払
方
法
／
（
ニ
セ
コ
医
院

　

で
接
種
す
る
場
合
）
接
種
料

　

金
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い

　

た
額
3
，
8
2
0
円
を
お
支

　

払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
町
外
の
医
療
機
関
で
接
種

　

す
る
場
合
）
一
度
料
金
の
全

　

額
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、

　

領
収
書
、
印
鑑
、
口
座
番
号

　

が
確
認
で
き
る
も
の
、
マ
イ

　

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ

　

ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
）
を
持

　

参
の
上
、
保
健
福
祉
課
へ
申

　

請
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日　

　

3
，
0
0
0
円
を
口
座
振
込

　

い
た
し
ま
す
。（
医
療
機
関

　

に
よ
り
接
種
料
金
が
違
い
ま

　

す
の
で
、
ご
確
認
の
上
接
種

　

し
て
く
だ
さ
い
）。

■
問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
健
康

　

づ
く
り
係　

募
　
集

イ
ベ
ン
ト

ニ
セ
コ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

　

今
年
で
12
回
目
を
迎
え
る
ニ

セ
コ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
、
お
菓
子

を
も
ら
い
に
町
内
を
練
り
歩
く

「
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー

ト
」
や
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
盛
り
上
が
る
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

コ
ン
テ
ス
ト
、
豪
華
景
品
の
当

た
る
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
の
出

店
も
あ
り
、
秋
の
味
覚
も
楽
し

め
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
5
日
（土）　

午
前

　

9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

■
場
所
／
ニ
セ
コ
中
央
倉
庫
群

■
問
合
せ
／
ニ
セ
コ
ハ
ロ
ウ
ィ

　

ン
実
行
委
員
会
（
㈱
ニ
セ
コ

　

リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
会
）

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
4
6
8

　
　
　
　
　
　
　

  

担
当
＝
川
内

秋
の
ガ
レ
ー
ジ
バ
ザ
ー

　

ニ
セ
コ
生
活
の
家
が
年
2
回
、

春
と
秋
に
行
う
バ
ザ
ー
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

■
日
時
／
10
月
12
日
（土）　

午
前

　

10
時
〜
午
後
1
時
（
雨
天
決

　

行
）

■
場
所
／
ニ
セ
コ
生
活
の
家

※
車
で
お
越
し
の
際
は
有
島
記

健
　
康

イ
ベ
ン
ト
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念
館
な
ど
の
駐
車
場
を
ご
利

　

用
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
／
ニ
セ
コ
生
活
の
家

　

℡
0
1
3
6
-44
-1
7
3
0

　
　
　
　
　
　
　

  

担
当
＝
小
野

★
ニ
セ
コ
の
秋
の
味
覚
を
堪
能

ニ
セ
コ
産
業
ま
つ
り

　

ニ
セ
コ
で
収
穫
さ
れ
た
新
鮮

で
お
い
し
い
農
畜
産
物
な
ど
の

即
売
会
や
、
各
種
試
飲
コ
ー

ナ
ー
が
出
店
の
予
定
で
す
。

■
日
時
／
10
月
19
日
（土）　

午
前

　

11
時
〜

※
収
穫
感
謝
祭
・
産
業
貢
献
者

　

表
彰
は
午
前
10
時
か
ら
同
会

　

場
で
行
い
ま
す
（
雨
天
決
行
）

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
農
政
課
農
政
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　
　

  

担
当
＝
境
・
坂
本

　
注
意

★
火
の
取
り
扱
い
に
注
意

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

10
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
の

間
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
各

地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
季
節
、
暖
房
器
具
を
使
用

す
る
家
庭
や
事
業
所
が
増
え
、

不
注
意
や
不
始
末
か
ら
火
災
の

発
生
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

羊
蹄
山
ろ
く
管
内
で
薪
ス

ト
ー
ブ
が
原
因
と
思
わ
れ
る
火

災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

使
用
前
に
ス
ト
ー
ブ
や
煙
突
の

点
検
、
定
期
的
に
煙
突
掃
除
な

ど
を
行
い
、
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
消
火
器
を
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
電
池
切
れ
に

注
意
し
、
定
期
的
に
点
検
ボ
タ

ン
を
押
す
な
ど
し
て
作
動
確
認

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
消
防
が
一
般
家
庭
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
販
売
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
羊
蹄
山
ろ
く
消
防

　

組
合
消
防
署
ニ
セ
コ
支
署

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
3
5
4

　
　
　
　

  

担
当
＝
佐
竹
・
工
藤

文
化

★
み
ん
な
で
楽
し
む
秋
の
芸
術

ニ
セ
コ
町
文
化
ま
つ
り

　

町
内
の
文
化
サ
ー
ク
ル
の
み

な
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
の
活
動
の

成
果
を
披
露
し
ま
す
。
踊
り
や

歌
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
期
間
／
10
月
26
日
（土）
〜
27
日

　

（日）
、
11
月
1
日
（金）
〜
4
日
（月）

　
（
予
定
）

児
童
生
徒
作
品
展

　

町
内
の
児
童
生
徒
の
書
写
・

絵
画
・
工
作
の
展
示
を
行
い
ま

す
。
子
供
た
ち
の
力
作
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間
／
11
月
1
日
（金）
〜
4
日

　

（月）
（
予
定
）

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
文
化
協
会
事
務
局

　
（
総
合
体
育
館
内
）

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
0
3
4

　
　
　

  

担
当
＝
大
久
保
・
佐
藤

有
島
武
郎
青
少
年
公
募
絵
画
展

　

中
高
生
や
青
少
年
を
対
象
に

し
た
公
募
絵
画
展
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
油
彩
と
水
彩
に
加

え
、
今
回
か
ら
は
イ
ラ
ス
ト
部

門
を
新
設
し
ま
し
た
。

■
募
集
期
間
／
10
月
10
日
（木）
〜

　

10
月
12
日
（土）

■
展
示
期
間
／
10
月
26
日
（土）
〜

　

11
月
10
日
（日）

■
観
覧
料
金
／
常
設
展
観
覧
料

　

の
み

■
表
彰
式
／
11
月
2
日
（土）　

午

　

後
１
時
〜

■
講
評
／
佐
藤
光
雄
さ
ん（
画
家
）

■
問
合
せ
／
有
島
記
念
館

　

℡
0
1
3
6
-44
-3
2
4
5

　
　
　

  

担
当
＝
伊
藤
・
春
日
井

「
西
富
遺
跡
」
発
掘
成
果

発
表
講
演
会

　

4
年
前
か
ら
発
掘
を
行
う
遺

跡
の
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

■
講
師
／
高
倉
純
さ
ん
（
北
海

　

道
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ

　

ン
タ
ー
）
ほ
か

■
日
時
／
11
月
3
日
（日）　

午
後

　

1
時
〜

■
場
所
／
有
島
記
念
館

■
料
金
／
無
料

■
問
合
せ
／
有
島
記
念
館

　

℡
0
1
3
6
-44
-3
2
4
5

　
　
　

  

担
当
＝
伊
藤
・
春
日
井

鉄
道
遺
産
関
連
事
業

●
蒸
気
機
関
車
上
屋
＆
転
車
台

　

修
復
完
成
記
念
式
典

　

２
年
前
に
町
内
に
移
設
さ
れ

た
蒸
気
機
関
車
が
、
修
復
作
業

に
よ
っ
て
汽
笛
や
ラ
イ
ト
が
可

動
す
る
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

汽
笛
吹
鳴
や
ラ
イ
ト
点
灯
、
運

転
室
な
ど
公
開
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
6
日
（日）　

午
後

　

1
時
〜

■
場
所
／
ニ
セ
コ
駅
昆
布
側　

　
「
転
車
台
」
付
近

●
ニ
セ
コ
の
鉄
道
遺
産
を
考
え

　

る
講
演
会

■
講
師
／
佐
藤
巌
さ
ん
（
元　

　

J
R
北
海
道
苗
穂
工
場
長
／

　

前
常
勤
監
査
役
）、
持
田
誠

　

さ
ん
（
浦
幌
町
立
博
物
館
）、

　

伊
藤
大
介
（
有
島
記
念
館
）

■
日
時
／
10
月
6
日
（日）　

午
後

　

1
時
30
分
〜

■
場
所
／
ニ
セ
コ
中
央
倉
庫
群

　

１
号
倉
庫

●
ニ
セ
コ
の
鉄
道
遺
産
を
考
え

　

る
展
覧
会

〇
パ
ネ
ル
展
「
釧
路
・
根
室
の

　

簡
易
軌
道
」

■
日
時
／
9
月
28
日
（土）
〜
令
和

　

2
年
2
月
29
日
（土）

〇
荒
川
好
夫
写
真
展　

北
海
道

　

冬
〜
蒸
気
機
関
車
C
62
栄
光

　

の
記
録
〜

■
日
時
／
10
月
5
日
（土）
〜
令
和

　

2
年
2
月
29
日
（土）

■
場
所
／
有
島
記
念
館

■
料
金
／
無
料

■
問
合
せ
／
有
島
記
念
館

　

℡
0
1
3
6
-44
-3
2
4
5

　
　
　

  

担
当
＝
伊
藤
・
春
日
井

注
　
意

文
　
化



契約結果を公表します
工事や委託業務、物品購入などの契約結果を
お知らせします。
8月1日から9月9日までに行われた入札や随意契約は
次のとおりです。

※落札率とは、町が予定していた金額に対し、実際に契約した金額の割合のことです　
※単価契約は除いています

ニセコ町開基120周年記念映像制作委託業務
■予定価格：1,948,100円　■契約金額：1,925,000円　
■落札率：98.8％　■契約相手：北海道映像記録㈱

固定資産税標準宅地鑑定評価業務
■予定価格：1,239,700円　■契約金額：1,239,700円
■落札率：100％　■契約相手：㈱長瀬不動産鑑定事務所
令和元年度　財務書類作成・固定資産台帳
更新支援委託業務
■予定価格：806,300円　■契約金額：737,000円
■落札率：91.4％　■契約相手：㈱吉岡経営センター

統合型Ｗｅｂ－ＧＩＳ導入委託業務
■予定価格：2,311,200円　■契約金額：2,214,000円
■落札率：95.8％　■契約相手：㈱ヒューネス

西富地区町民センター解体工事
■予定価格：4,233,600円　■契約金額：4,190,400円
■落札率：99.0％　■契約相手：㈲中野産業

西富地区町民センター建替工事（建築主体工事）
■予定価格：45,606,000円　■契約金額：45,100,000円
■落札率：98.9％　■契約相手：㈱石塚建設

西富地区町民センター建替工事（機械設備工事）
■予定価格：6,941,000円　■契約金額：6,710,000円
■落札率：96.7％　■契約相手：㈱本間商店

西富地区町民センター建替工事（電気設備工事）
■予定価格：4,114,000円　■契約金額：4,048,000円
■落札率：98.4％　■契約相手：㈱本間商店

西富地区町民センター建替工事監理委託業務
■予定価格：1,892,000円　■契約金額：1,870,000円
■落札率：98.8％　■契約相手：日本都市設計㈱

ニセコ町COOLCHOICE（家電の省エネ・
移動輸送の共同化）普及促進委託業務
■予定価格：4,499,000円　■契約金額：4,489,221円　
■落札率：99.8％　■契約相手：㈱ノースアンビシャス
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く
ら
し
の
情
報
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地域とともにある学校づくり
ニセコスタイルの
コミュニティ・スクール

こんにちは
町長です二

つ
の
壁

　
私
た
ち
の
社
会
は
、
今
、
二
つ

の
大
き
な
壁
に
突
き
当
た
っ
て

い
ま
す
。一
つ
が「
格
差
の
拡
大
」

で
す
。極
端
な
富
の
集
積
と
「
貧

困
の
拡
大
」が
、
経
済
や
教
育
な

ど
の
格
差
を
生
み
、人
々
が
暮
ら

し
づ
ら
い
社
会
を
生
ん
で
い
ま

す
。孤
立
す
る
人
が
出
な
い
よ
う

相
互
扶
助
の
社
会
を
創
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
の
人
権
が
守
ら

れ
、健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、社
会
的
な
支
援
の
強
化

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
二
つ
目
が
、地
球
温
暖

化
の
急
速
な
進
行
な
ど
に
見
ら

れ
る「
地
球
環
境
の
悪
化
」で
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削

減
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
海
洋
汚

染
防
止
な
ど
、社
会
を
持
続
さ
せ

る
た
め
、早
急
な
取
り
組
み
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と

は
、
現
状
維
持
で
は
な
く
、
抜
本

的
な
改
革
と
行
動
が
不
可
欠
で

す
。み
な
さ
ん
の
英
知
を
結
集

し
、行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
ニ
セ
コ
町
長
　
片
山
　
健
也

　ニセコ町コミュニティ・スクール委員会各部会では、
部会の話し合いの中で、下記行事の開催を決定しまし
たのでお知らせいたします。
　みなさんの参加をお待ちしております。

☆A.給食試食会《健やかな体部会主催》
■日時／令和元年10月30日(水)　
 　　　　午前11時30分～午後12時50分
■内容／食育についての講話と給食試食会
■参加費／350円(給食代)
■定員／20人(先着順)
■締め切り／10月15日(火)

☆B.スマホ学習会《豊かな心部会主催》
■日時／令和元年11月9日(土)
 　　　　午後1時～午後2時30分
■内容／NTTドコモの職員を講師に、スマホルール
　　　　浸透のための学習会を実施します。
■締め切り／10月18日(金)

〈☆A.☆B.いずれも〉
　■会場／町民センター　■対象／町民のみなさん
　■申込み／コミュニティ・スクール委員会事務局まで　
　　　　　　電話でお申し込みください。

チャンネル

主催行事のお知らせ

vol.
12

■問合せ／コミュニティ・スクール委員会
　 事務局＝ＣＳ担当 綱本（ニセコ中学校内）
　℡ 0136-44-2321　FAX 0136-44-1215
　ＣＳ担当中村、スクール・コーディネーター菊地
　（教育委員会内）
　℡ 0136-44-2101　FAX 0136-44-3091
 

心の贈り物 善意に感謝します

「社会福祉に役立ててください」　
　　　　　    　　　　       西陰 志津子 様

《ニセコ町役場受付分》
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10まちのまちのカレンダー
C A L E N D A R  o f  N I S E K O  T O W N

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町＝町民センター

10月は
町道民税〈第3期〉
後期高齢者医療保険料〈第3期〉
国民健康保険税〈第5期〉
の納期です  ◆納期限は25日（木）
■町道民税、国民健康保険税／税務課
■後期高齢者医療保険料／保健福祉課
　       　       ℡ 0136-44-2121

役＝役場
運＝運動公園

あ＝あそぶっく 幼＝幼児センター
体＝総合体育館 西＝西富地区町民センター有＝有島記念館

こ＝こども館
倉＝中央倉庫群

カレンダーの見方 口座振替をご利用の人は、残高の確認をお願いします

問
合
せ〈いずれも〉

OCTOBER

●巡回ミニドック／　
　町：6：00～
●子育て講座「にんじん掘り」／
　幼：10：20～
　にこにこ広場ｐ17参照
●ちいさいおうち／
　あ:10:30～
●あそぶっくらぶ／
　あ：14：45～
●北海道新幹線工事状況に関
　する説明会／町：18：30～
　くらしの情報ｐ22参照

●ニセコ町文化まつり／
　町：（4日まで）
　くらしの情報p24参照
●放課後子ども教室／
　こ：13:30～

●有島武郎青少年公募
　絵画展表彰式／
　有：13：00～
　くらしの情報p24参照

体育の日

文化の日 振替休日

即位礼正殿
の儀

●蒸気機関車「９６４３」
　上屋＆転車台修復完成
　記念式典／ニセコ駅昆
　布側「転車台」付近：
　13：00～
●ニセコの鉄道遺産を
　考える講演会／
　倉：13：30～
　くらしの情報ｐ24参照

●放課後子ども教室／
　こ：13:30～

●放課後子ども教室／
　こ：13:30～

●放課後子ども教室／
　こ：13:30～

●ゴスペルライブ／
　倉：15：00～

▢月14

●放課後子ども教室／
　こ:13:30～

●巡回ミニドック／　
　町：6：00～

●放課後子ども教室／
　こ：13：30～

●秋のガレージバザー／
　ニセコ生活の家：
　10：00～　
　くらしの情報ｐ23参照

町 町

町

町

町

あ

あ

こ

こ

●幼児センター保育開放／
　幼：10：00～
　にこにこ広場ｐ17参照

●ラジオニセコ割込放送／
　役：10：50～
●リサイクルバザー／
　幼：（23日まで）
　にこにこ広場ｐ17参照

●ちいさいおうち／
　あ：10：30～
●魔法のじゅうたん／
　あ：14：45～

●成人料理教室／
　町：10：30～
●ちいさいおうち／
　あ：10：30～
●あそぶっくらぶ／
　あ：14:45～
●おばんです町長室／
　役：17：00～

●小型家電リサイクル／
　倉：9：00～
●エキノコックス駆除
　作業／町内：9：00～
●放課後子ども教室／
　こ：13：30～

●弁護士無料法律相談／
　町：13：00～

●悠遊ぶっく／ニセコ
　ハイツ：10：30～

●小型家電リサイクル／
　倉：9：00～
●ニセコ町文化まつり／
　町：（27日まで）
　くらしの情報p24参照
●有島武郎青少年公募
　絵画展／
　有：(11月10日まで)
　くらしの情報p24参照

●介護予防料理教室／
　町：10：00～

●ちいさいおうち／
　あ：10：30～

●ニセコ小学校学芸会／
　ニセコ小学校:8：40～
●ニセコ産業まつり：
　町：11：00～
　くらしの情報ｐ24参照
●あそぶっく趣味の教室
　「アイヌ刺繍は美しい！」／
　あ：11：00～（20日
　まで）
　あそぶっくだよりｐ16参照

中央倉庫群休館日

中央倉庫群休館日
あそぶっく休館日 あそぶっく休館日 あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

●「西富遺跡」発掘成果
　発表講演会／
　有：13：00～

▢日6 ▢月7 ▢火8 ▢水9 ▢木10

▢木17

▢金11 ▢土12

▢日13 ▢火15 ▢水16

▢水23

▢金18 ▢土19

▢日20 ▢月21 ▢火22 ▢木24 ▢金25 ▢土26

▢日27 ▢月28 ▢火29 ▢水30 ▢木31 ▢金11/1 ▢土2

▢日3 4▢月 ▢火5 ▢水6

●弁護士無料法律相談／
　町：13：00～
●健康運動教室／
　甘露の森:19:00～

町

町

町

町

町

あ

あ

あ

あ

あ

あ

役
役

役

幼

幼

幼

こ

こ

こ

こ

ここ

倉 倉

倉

有

有

有

町
●給食試食会／
　町：11：30～
　くらしの情報ｐ25参照
町

町
●夜間・休日の救急・急病対応

▢倶知安厚生病院
℡ 0136-22-1141
倶

救急受付
365日

24時間対応

倉



広
報

10

令
和
元
年（
2019年

）10月
1日
発
行
　
第
690号

　
ニ
セ
コ
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　
https://w

w
w
.tow

n.niseko.lg.jp/
編
集
発
行
／
ニ
セ
コ
町
企
画
環
境
課
　
〒
048-1595　

北
海
道
虻
田
郡
ニ
セ
コ
町
字
富
士
見
47番

地
　
TEL.0136-44-2121　

FA
X
.0136-44-3500　

　
印
刷
／
 株
式
会
社
龍
文
堂
　

10
月
号

　

実
り
の
秋
と
い
う
こ
と
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

ブ
ド
ウ
狩
り
に
誘
わ
れ
た
の
で
、人
生
で
初
め

て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。段
ボ
ー
ル
４
つ
分
ほ

ど
収
穫
し
た
の
で
、帰
り
の
車
内
は
濃
厚
な
ブ

ド
ウ
の
香
り
が
充
満
し
て
い
て
、少
し
リ
ッ
チ

な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
内
の
実
り
の
秋
と
し
て
、７
月
号
で
紹
介

し
た
カ
ボ
チ
ャ
マ
マ
こ
と
岩
崎
と
し
子
さ
ん

の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
用
カ
ボ
チ
ャ
の
収
穫
に
も
参
加

し
ま
し
た
。軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
を
カ
ボ
チ
ャ

で
い
っ
ぱ
い
に
し
て
、畑
と
各
所
を
何
往
復
も

し
な
が
ら
町
を
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
で
飾

り
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

自
然
の
恵
み
を
い
っ
ぱ
い
与
え
て
く
れ
る
北

海
道
と
地
元
ニ
セ
コ
町
に
感
謝
し
つ
つ
、人
の

家
で
冬
を
越
そ
う
と
す
る
い
ろ
ん
な
虫
と
の

格
闘
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。　　
　
　

    （
ふ
）

編
集
後
記

D
A

TA
 O

F N
ISEKO
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今月の
表紙

今月の

今月の記事でお知らせできなかった
皆さんの笑顔や表情を写真でお届けします。

MONTHLY 
PHOTO ALBUM

広報ニセコでは行事などで写真を撮影しています。広報誌に掲載
されたものなど、写真のデータを無料でお渡しできますので、希望
される人はぜひ広報広聴係へお問い合わせください。

町内の放射線量の状況 人の動き（8月末現在）
人口 5,045人
（前月比 ＋21）
男    2,558人
（前月比 ＋13）
女    2,487人
（前月比 ＋8）
世帯数 2,559
（前月比 ＋14）

うち外国人　　300
うち外国人世帯　202

測定日

最高値
最低値
平均値

9月15日までの
1か月間
0.048μGy/h
0.033μGy/h
0.035μGy/h

空間放射線量率は
平常レベルです

幼
児
セ
ン
タ
ー
運
動
会
に
て「
す
く
っ
て

入
れ
て
〜
」を
競
う
、松
島
成
く
ん（
右
）、

金
澤
宗
佑
く
ん（
左
） ま

つ
し
ま
な
る

か
な
ざ
わ
そ
う
す
け




